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1. 1. はじめに

外霞語教育に於ける音声指導について、近年多くの問題が指摘され、様々な解

決法が提案されてきた。音声によって伝達される言語の fその言語らしさJは、

語葉の選択や文の構造、議論の口ジックや修辞法などによるのではなく、ジズ

ム・イントネーシ笥ン・アクセント等のプ口ソディーによるということは、いま

さら指描するまでもない。

外国語の音声雷語口ミュエケーシ沼ンに於けるプ口ソディーは知的内容を伴

った雷語生活とは独立に経験され、蓄積されるようで、幼少期に長期の外国生活

を経験した帰国子女が帰国後その外国語を使用せず、日本語だけで生活する環

境に長く置かれても、当該外国語のプ口ソディーの記憶は比較的よく保たれて

いると言われる。

臨界期を過ぎても、知的コミュニケーションに全く不自由しないレベルにな

る以前に、言語習得を第一自環として当該外国語の地域にある程度の期間滞在

した学習者が、かの地に於ける学習者の母語話者コミュニティーと雷語学習上

適切な、一定距離を保っていた場合、意図の有無にかかわらず、目標言語の調音

基底が比較的よく定着することが分かっている。

外国語の学習目的がどのようなものであるかにかかわらず、音声言語コミュ

ニケーションに於ける発話の自然さは極めて重要な教授目擦の一つであり、単

音の正確な聴取再生と合わせてリズムやイントネーションの教育が重要である

ことは営うまでもない。

グノレジア語母語話者の日本語学習者に於いては、しかしながら音声教育が!日

来の指導法、即ち学習者の生得的言語習得センスに頼った単純な穂取再生の繰

り返しに終始しているのが現状である。日本語教育の最初の段階で毘標言語の

音声を認知させるような配慮が欠けているばかりか、学習者の母語であるグノレ
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ジア語と目標雷諾である日本語との音声に関する対照研究もまだ端緒についた

ばかりである。臨界期を超えた学習者に対しては対照研究の成果に基づいた知

識と共に、母語の干渉を排除しつつ効果的な発音教育と発音矯正を行う必要が

ある。

本研究は、発音の習得を全体講造的に扱う指導法である VerbotonalSystem 

(本稿では以下VT法と呼ぶ)をグルジア諮母語話者の日本語音声教育に適用し、

グルジア語母語話者の日本語学習に特徴的ないくつかの置き換えの体系を効果

的に矯正する、実践研究的試みである。

1. 2.言語リズム

前項でも、言語教育におけるリズム・イントネーションの霊要性について触れ

たように、本題に入る前に、言語リズムについて持論を述べていくとこにする。

木村(2002)がリズム、イントネーションは、人間本来に共通する生理的枠組

みに属するものであり、各言語特有のI---らしさJを担っていると蓄えるのです。

又2 ミュニケーションにおける感情や意志を伝達するだけでなく、音声全体を

一つにまとめる役割を担っていますjと述べているように、リズム・イントネー

ションは、言語教育においても懐先されるべき指導項目であり、特に、リズムは

各雷語の根幹をなすものである。

筆者はリズムの重要性という観点から、アンケート調査を行った。その結果、

日本語のリズムの一環と考えられている特殊拍の中で、長母音が一番難しいと

いうことが分かつた。また長音習得の鴎難さを明らかにした研究もあることか

ら、研究対象を長母音にしぼった。更に、劫長母音の習得困難を記述した研究が

あり(中)112000)、また、筆者の行った予備調査でも、効長音の長さが不十分に

なる領向が明らかになったため、長母音だけでなく劫長母音も研究対象とした。
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小熊 (2002)は言語の普遍性という観点から、次のように述べている。「音に

はさまざまな属性があるが、たとえば人間の時間長(長さ)弁別能力は、周波数

(高さ)弁別能力に比べて、かなり低いことが認知心理学的な知見からわかって

いる(西沼 1996)。音楽においても、音の高さを区別する記号に比較して、長さ

を区別する記号の種類が極端に少ない。それは音に関する情報の聴覚的な処理

が異なっているという人間の認知能力に関ってくる。大まかに言うと、最も短い

時間単位ではアクセントやイントネーションなどの周波数(高さ)の情報、次に

VOTや音色など音の性質の情報、次いで、特殊拍など音の時間長(長さ)の情報、

そしてリズムや話速(わそく)へと、人間の処理可能な範囲が広がってしだ。言

い換えれば、音の長さに関する情報の処理は、高さ情報などより長い時間単位

を要するということであり、音の持続時間の処理は言語普遍的に習得が難しし、)

ことが考えられる」と、音の持続時間の処理及び長さの習得が非常に難しいこと

を示唆している。

日本語のリズムはモーラ・リズムとして分類されており、各モーラ(拍)が

ほぼ等時に発話されるとしづ特徴を持っている。直拍(普通拍)においては l拍

がl音節であるが、特殊拍である長音や促音や援音は 2拍で l音節を形成する。

この違いが、異なるリズム構造の言語を母語に持つ日本語学習者にとって、習得

を困難にさせていると考えられ毛いる。

言語のリズムはストレスリズム、音節リズム、拍リズムなど分類されてお

り、グ、ノレジア語は弱し、強弱アクセントがあるため、音節リズム言語と分類して

いる (Howard1. Aronson)。しかし、グルジア語がストレス言語より日本語に

近い音節言語であり、グルジア語を母語とする学習者にとって長音の習得が容

易であるとは言えないのではないだ、ろうか。異なった母語を持つ学習者の長音

問題に関して、ストレス言語である英語よりフランス語及びスペイン語の音節
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雷語話者の方が長音に問題があったとする研究がある(皆)111996、皆川

1997)。そして母語のリズム体系は長母音の知覚に影響しないとLサ仮説を提

唱された。しかしストレス ある英語では、ストレスがあるところでは母

音が伸びる事が長音の知覚に影響しているのではないかと筆者は考え、母語の

リズム枠系が長母音の知覚に影響しないという仮説は必ずしも成り立たないの

ではないか。

グノレジア語の特徴は音を一つ一つはっきりと、そして母音を強い緊張を伴っ

て調音することである。伸ばす音及び二重母音がないため、長音の学習はさらに

困難になっている。

このように、学留者の母諮と日本語との音声的特徴の相違が、長音の習得を困

難にしていると考えられ、その他にもその要因が明らかになっている。例をあげ

ると、単語内の長音位置、アクセント、単語単独の音読なのか、文中の単語の音

琵なのかというように、学習者の単語に対する注意度の相違などがある。

世界において日本語の発音教育が十分になされていないことは、様々な文献

に示されている。小熊 (2002)は、市本語教育においては一般に、学習者の発

話をテストする機会が少なく、音声指導があまり行われていないのが現状であ

る。そのため、文法や語葉など他の言語能力が上級レベノレになっても、音声の習

得が進まない学習者も多く見うけられるJと日本語能力が上級になっても、

能力が低いレベルのままであると言及している。

現在、グルジアで行われている発音教背の問題点として挙げられるのは、日

本語との対照研究が成されていないため、母語との相違点を教えていない事で

あり、従って、惑の転移の矯正がなされていないことである。もう一つの問題

は、カセットテープのモデル音を単に繰り返すことで、それを発音教育として

いることである。
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そこで母語と日本語の音声的相違点を対照言語学的に、またVT法の緊張性と

いう概念(注)を用いて研究し、その成果を日本語教育に反映させたいと考え

る。母語と同じレベルで自然に言語獲得ができる臨界期 f11歳J (グベリナ

1981)をすでに超えている学習者には、理論知識だけでは不十分であり、母語

干渉を回避できる実践的指導が重要であると考える。正しい音声聴取・生成を

迅速にかつ効果的に導くと思われるVT法を活用した発音教育・矯正を試みた。

具体的には、身体リズム運動、わらべ歌、口ガトムなどを導入し、単調なリピ

ートと開き取り練習で、退屈になりがちな発音授業(佐藤雅子 2004)に遊戯

性の要素が入り、リズム感が付き、日本語のリズム、イントネーシgンの学習

効果が高まると考えられる。このように、日本語教師として、日本語らしい発

音、正しいリズムを学習者に指導して、身につけさせるための研究としたい。

1. 3.研究目的

筆者はグルジア人日本語学習者の長音問題を明らかにするために、聴解説査

及び生成調査を行った。その結果、長母音における拍の増加、拍の減少、拍の

交替奨などがみられたが、極端に誤用が多くみられた。又、超上級においてな

お拍の減少がみられるとしづ研究(小熊 2008)をも対象とし、その矯正方法

としてVT法を用い実験験教育を行うこととした。

Dickerson、し (1975)の研究では、第二昔話の音声変異について、変異を

もたらす3つの要因から論じられている。それは、 L自様音の音声環境 2.発

話スタイル 3.学習者の学習暦である。本論ではこれら1，.._3の要因に加え、第

4の要因として学習者の母語干渉という観点からも考察を行う。グノレジア語を

母語とする学習者を研究の対象にすることによって、言語の普遍的な特徴及び

言語の個別的な特徴を明らかにすることができると思われる。また、その調査

結果を基に、 VT法による発音矯正を行い、どのような効果があるのか検証し論
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じていきたい。

1. 4.発音教育の現状

水呑修は(研究成果報告書1991) 日本語学習者に行ったアンケ…ト調査結

果、日本語学留者への高い動機に関して「日本語学習者が外国人なまりの日本

語ではなく、喜本人同様のレベルの日本語を習得することを希望し、現状の日

本語教育に不満を持っていることが明らかになったd と述べている。

上記の指摘にもかかわらず、日本語の教科書に辻二容は発音の項自が少なく、

また、現場では発音教育が体系的に行われていないのが実情であるむ

土岐 (1986)は初級教科書15冊にある音声項目を調査しているが、リズムに

ついて記述があるのは rEssentialJapanese~ のみで、あったと述べている。

早諮問大学(日本語教育研究科 2007)で行われた調査によると、 1990年以

降日本で出版された 14掃の教科書のうち、 6冊に音声項目の記述がみられな

い。また、ポーズ、プロミネンス、イントネーシ沼ン、リズムに関しての記述

は圧倒的に少ないとし、う結果が出ている。

「日本語の発音指導において音調上の指導が立ち遅れているj ということに

ついて、川口 (1990)は次ように原因をあげている。

f先ず、文法と語葉の教育に、時間をとられて、発音どころではないという状

況があります。又、発音指導というと単音指導に偏ってしまうというのも現状

です。次に、音調上の超分節的な要素に関する研究が、単音のように分節で

る要紫の研究に比べて、遅れているということが挙げられます。もう一つの原

因は指導技術が確立していないことですj

以上のように、畏本語の発音教育には解決しなければならない問題が多く残

されており、これらの問題を解決してこそ日本教育における発音教育の確立と
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発展があると考えるのである。

l‘ 5.発音教育の方法

20世紀の半ば、対照言語学が生まれた時に、 C.C.FRIES (1945)、 R. LADO 

(1957)が f対照分析jを用いて、外国入学習者の学習上の困難点や誤りやすい

学習項目を予期し、これに基ついて教材を作成したり、練習の成果を挙げようと

考えた。それは主に音素論に基ついた対照研究であった。その後、 1970年代に

入り、実際に学習者が話したり開いたりした誤用を集めて分類、分析し、誤用の

原因を体系的に明らかにしていこうとする方法 f誤用分析Jがとられるようにな

った(佐治 1996) (石綿・高田 1990)。

第二次世界大戦後より現在まで外国語教育の分野において、広く普及してい

るオ…ディオジンガルメソッドは、行動主義心理学と構造主義言語学を基に作

られ、発音教育を重視している。言語を科学的に分析し、雷語学習を刺激に対す

る反応であるとし、雷語の習得は習慣形成によって獲得されると考えている。従

って、文型習得のための文型練習を重視し、自動的に無意識的に使えるレベルま

で反復練習することになる。調音点・調音法を説明し、ミム・メム線習、ミニマ

ルベアの利用、文型練習等を用いて目標雷語が自動的に発表できるようになる

ことを最終目標としているのである。学習者がぬ間違った発音に十分フィード

パックできないのはこの方法の弱点と考えられる。また、これらの従来からある

方法は退屈的で、学習意欲を低下させる。

言語の構造に重点を置き、雷語の意味が軽視されているなどの批判が出され、

新しい教授法が次々と開発されることになった。 1970年代に、場面及びコンテ

キストを重視するコミュニカティブ・アプ口ーチが登場し、現在ではオーディ

オ・リンガル方法と共に、最も広く使用されている方法であるとも替える。しか
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し学習者の発音上の問題を効果的に解決できたとは言えないであろう c

これについて戸田 (2004)はほ本語教育においても、より自然な話し方、コ

ミュニケーシ活ンの能力の育成が監視されるようになったが、学習者が習得し

にくい側面も浮き彫りになっている。そのもっとも顕著なものが、母語の影響を

受けやすいといわれる『発音Jであるj と発音教育の重要性を示唆している。

発音教育における対照分析の役説は変わらない。「新しい教授法が生み出され

るにつれて、次第に対照分析の役割は弱くなってきているとは言え、発音の教育

における重要性は変わらないJ(佐治 1996) 0 r外国語習得において母語干渉が

最も顕著に現れる分野が音声・昔韻であるJ(Odlin 1989)。

しかし、実際は必ずしも母語との相違点が大きいほど溜得が密難であり、誤用

も多いという結果にはならなかった(石綿・高田 1990)。皆川 (1996)が外国

入学習者を対象に調査を行った結果、言語の性質が日本語に近いほど、発音の問

、が多かったという逆の結果が出た。これは、音声上の誤用が対象言語学的な

研究だけでは不十分で、あるということを示唆するものである。

対照分析で説明できない誤用があったため、中間言語仮説が提唱された。目標

昔話の音声・音素の習得に見られるプロセスについて、 Tarone(1987)は、 1)

母語からの負の転移 2) 外国語獲得プロセス 3) 過剰一般化 心近似化的

思避、であると中間言語の観点から報告している。

木村(1990)は、母語と比較し、相違点を教えるだけではも効果が少ないと言

い、昔を学習者に認知してもらう必要について述べている。そして、教授法とし

てVT法(ヴェルボトナノレ・メソッド〉を挙げている。 VT法を提唱したグベリナ

博士 (1981)は f臨界期を超えた人間の脳は (11歳)外国語を留得するため、

母語干渉という妨げを乗り越えなければならなしリと主張し、外国語の音を玉し

く聴き取るために、人間の体が敏感であるジズム教育及び外国語の音を肌で感
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じさせる身体リズム運動による言語教育の有効性について述べている。

) 11口(2007)は、現在、日本語教育で実践されている音声指導の教授法を、そ

の理念に従い、基本的に 2つのグループに分けている。一つは、才一ディオ・ジ

ンガルアプロ…チの基礎となっているミシガン・メソッドで、もう一つはVT法

とである。機械的構造練習による習慣形成を行っているミシガン・メソッドでは、

発音指導はそれほど効果的ではないと し、学習者の間違いをブィードパッ

クできる VT法の広範な可能性を主張している。

しかし聖日本語教育における円法による音声指導法には，実行方法F 指導法

が擁立されていないという問題がある.音声教育に関する研究論文では教育方

法に関するさまざまな提案がなされているが，その教育内容の有効性についてふ

学習者の学習効果を測定して検証したものは非常に少ない.

1. 6. 日本語及びグ、ノレジア語のリズム

1. 6. 1. リズム

木村 (1998)がリズムについて詳細にぺ…ジを割し、た一般音声学審は少ないJ

と指摘するように、現在、 リズムに関する文献は少ない。特に、グノレジア語

のリズムに関する文献はほとんどない状態である。そこで、前言語のリズム講造

について研究検詑するために文献をまとめてみた。

人間には、書語の i"""，誇らしさJを担う母語のリズム感覚を生得的に備えてい

るという鋭がある。これは幼児の補語の分析からも分かっている(木村 2002)。

音声学大辞典 (1981)では、リズムとは「連続的な運動現象において、規則的

な反復する時間的進行秩序Jと定義されている。 Laver(1994: 512)は、 fスト

レスピ…クを担う音節あるいは音節そのものが疑叡周期的に繰り返していると

開き手が感じる感覚によるものである」と述べている。吏に木村 (1998)では、

リズムとは「発話が始まり最初に知覚する関こえの頂点から次の関こえの頂点
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までの時間的関穏であり、その間関が等時的音連続の切れ目まで続くJとしてい

ゑ。どの解釈でも、リズムは各言語の特徴を表す、昔話の fミュージカノレ的要素J

であろう。

1. 6. 2. 日本語のリズム

日本語の場合峰、縁り返しているユニットはそーラであり、よそーラタイミング

言語であるとされている (Bloch1950;Han 1962; Hoe甲 ist1983，他)。

日本語のリズムの属性及びモーラ・音節の構成について様絢詰(2011)は次の

ように述べている。

「日本語の拾にはひらがな一文字に相当する普通拍と特殊拍の促音・長音・

機音がある。言語は最小韻律単位の観点からみると、モ…ラ言語と音節昔話に

区分される。よそーラ言語である日本語は、韻捧単位としてモーラを自立するか

どうかによって、自立モーラと非自立モーラ(特殊そーラ)に区分される。自

立モーラは1つの音節を形成するが、特殊モーラは音節として自立していない

ため、直前の自立モーラと共に2モーラで1音節を形成する。なお、特殊モ…

ラには、長昔、按音、促音、二重母音の後部要素の4種類があち、いずれもア

クセント核を拒わないのが特徴であるJ0 

更に、音声学大辞典 (1981)では、匡本語の音節構造辻 r1) 1母昔 2) 1 

子音十l母音 3) 1子音+1半母音+1母音 4) 1半母音+1母音 5)特殊音節

(促音節、援音節など)Jで構成されるとしている。

音響学的に拾の等時性が証明できなかったとする Beckman(1982)、石川 (1996，

1997)の研究もがある。拍の等時性は音韻レベノレの相対的な持続時間の等時性で

あり、音響学的に証明しようとすること自体に無理があるのではないだ、ろうか。

日本語音声の研究分野では、仮名表記に基づく拾の心理的な実在及び拍の時
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間的な等時性を主張してきた研究が (Han 1962: Homma1981 ;佐藤 1995)数多

くある。

更に、日本語のリズムの最低単位は 1拍ではなく 2拍であると別宮貞徳(1977)

が初めてこの説を提唱しており、多くの研究者がこの説を支持している。日本語

は強勢アクセントをもたないが、 2モーラフットが存在するという議論もある

(鶴谷千春 2008)0 2モーラを単位にするリズム論は五・七調の定型詩の研究

から始まり、外来語を受け入れた日本語の歴史からも観察できる。別宮は俳句及

び短歌の i5・7・5J i5・7・5・7・7J リズムは休止を考慮すると偶数になり 4

拍子リズムと捉えていた。その例として、正岡 子規の詩をあげている。

柿食えば 鐘が鳴るなり 法隆寺

かき・くえ・ば・

じ・

2モーラフットの根拠としてPoser(1990)は、ニックネーム、擬態語、複合名

詞、略語等の形成を挙げているが いずれも2モーラを基にしている。

例:名前 ニックネーム

-か・ねが・なる・なり ほう・りゅう・

taroo taro-chan 

masahiro masa-chan/maa-chan 

yoosuke yoo-chan 

借用語の省略にも同じような傾向がみられる。

n
 
o
 

h
u
 

q
u
 e
 

a

e

 

a

r

 

t

o

n

 

u
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h

 

o

s

s

 

'

k

n

e

 

-

-

o

e

 

r

m

k

 

e

e

o

 

h

d

r

 

→ heri 

→ demo 

→ roke 

鹿島(1995)、土岐(1995)は「日本語のリズムの基本は 1拍と 2拍(特殊拍を含

む音節)の組み合わせである」とし、音節をリズム単位として捉えることで、日

12 



本語教育の現場でも、その考え方を導入することで成果を上げたと報告してい

る。

一方、 VT法では、自然な発誌にもっと近い大きいリズム単位を発音指導に用

いることを提案している。それは 4拍 2拍子のリズムである。木村(1990)によ

れば、 f幼児に話しかけるときなどは 4拍2拍子のリズムがよく使われ、日本の

社会でよく用いられるリズムであり記憧しやすいJという利点をあげている。例

として、子供に使う「あんよは じようずJrブーブー ちょうだしリ、やサッカ

ーの応援言葉 fニッポン チャチャチャJ等をあげている。 VT法を応用した英

語(霜崎等 1985)、スペイン語(木村政康1985)、日本語 CJII口1984)' (クロ

ード・口ベルジ品 1990) (木村19972∞0)など、雷語教育への応用成功例も報
告されている。

1. 6. 3. グルジア諮のリズム

グルジア語は弱い強弱アクセントをもっているため、音節でリズムがつくら

れ、スペイン語、フランス語、広東語等と問捺、音節リズム言語と分類されて

いる (Howard1. Aronson)。

(bagashvi 1 iぉurab2008)によれば、グルジア諸における音節数は母音の数

と関様であるという。例 (u-to)アイロン、は2音節語である。

グノレジア語の音節構造には次のようなもりがある。

1. 1つの母音のみ例:[i輔 aJ(輩)は2つの音節からなる。

2. 1つの母音と一つの子音例[xe] (木)は1つの音節からなる。

3. 1つの母音といくつかの子音例 [zyva] [prin-ve-li] (烏〉は3つの

音節からなるc

2つの母音の間にいくつかの子音がある場合、 1つの子音は最初の母音とー
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緒になり、次の子音はもう…つの母音と音衝を作る。例:[dat-vlaJ (数え

る)。

Apollon Silagadze(2009)によれば、グルジア語の詩のジズムの特徴は、音

節リズムでiまなく、最小単位がポーズで作られる2つの音節のかたまりであ

り、以下の3種類に分けられるとしている。

1. 5+5， 5+生 5+3書 5+2，5+1，5+0; 

2. 4+4， 4+3， 4+2， 4+1， 4+0; 

3. 3+3， 3+2， 3+1， 3+0. 

数式はn+k，しかも成k.であるひたとえば、英語にはリズムの最抵の単位は

ストレスとストレスの間のアットであり、日本語では2モーラ説がある。

方、グノレジア語のリズムの最小単位はsyntagm分節とされている

(1. Tevdoradze 1978) (S. ]genti 1963)。ソシュールによると分節は f論理

的に結ぼれた単位Jである。 S.]genti(1963)はい更にいくつかの分節が合併

しリズミカルグ、ノレープを作る傾向があるが、ジズミカルグループおよび文節の

中にポーズは入らないと述べている。また、 1.Tevdoradze (1978)は分節につ

いて f分節はニつのポーズの聞に関こえるメロディー。分節はーっかいくつか

の単語、あるいは文章からなる。分節には文節のアクセントと苦うメロディー

の演があるj と定義している。

1. 6. 4.考察

上記で記述した日本語及びグノレジア語のリズムの相違点在以下にまとめると、

1 .グルジア語も日本語も強勢ジズムではなく、それぞれ音節リズム及び拍ジズ

ムに分類されている。

2. f3本語はアットリズムグループを2つ、グルジア語は分節ジズムグループを
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つくっている。

3.英語などと違い、グルジア語の音節も日本語の音節も母音中心に作られてい

るむ

4.特殊拍及びニ重母音を除けば、自本語もグノレジア諮も一音節には母音一つが

入っている 0

5.グルジア語は日本語と同議、二つの閉じ母音がそばに揃ったら、二つの単位

になる。すなわち、日本語の場合2拍よ音節で、グノレジア語の場合2音節にな

る。その場合、日本語では長音になるが、グノレジア語では別々に調音されるか

あるいは二つ医の母音が無常化する。日本語では長母音になり、母音を伸ばし

て発音する。

2軍先行研究

2. 1.研究自的

筆者はグノレジア人日本語学習者の長音問題を明らかにするために、聴解調査

及び生成調査を行った。その結果、長母背における拾の増加、拾の減少、拍の

交替葬などがみられたが、極端に誤用が多くみられた。又、超上級においてな

お拍の減少がみられるという研究(小熊 2008)をも対象とし、その矯正方法

としてVT法を用い実験験教育を行うこととした。

Dickerson、し (1975)の評究では、第二雷語の音声変異について、変異を

もたらす3つの要因から論じられている。それは、1.目標音の音声環境み発

話スタイル主学習者の学習Z重である。本論ではこれら1---3の要因に加え、第

4の要因として学習者の母語干渉という観点からも考察を行う。グノレジア諾を

母語とする学習者を研究の対象にすることによって、雷語の普遍的な特徴及び

雷語の個別的な特徴を明らかにすることができるのではないかと考える。ま
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た、その調査結果を基に、 VT法による発音矯正を行い、どのような効果がある

のか検証することにした。

2. 2.先行研究

Dickerson、し (1975)の第二言語に於いて変異をもたらす要霞(目標背の音

声環境、発話スタイル、学習者の学腎歴)を中心に、先行研究のレピューを行つ

た。

2. 2. 1.長母音の生成に関する研究

長母音の自然発話スタイノレに関する数少ない研究の一つは小熊 (2008)である。

韓国語、中国語、英語を母語とする初・中・上・超級の学習者を対象に学習者の

自由会話を録音し調査を行っているが、次のような領向がみられた。1.中級レ

ベルの学習者に短音の長音化の現象が起きる 2.単語内の f語末j位置にある長

音の方が、 f語頭j位置より習得が困難である 3.単語内の「語頭Jの位置の短

音が長音化しやすい。また、超級になっても、なおらないのは、単語内の「諮米j

位置にある長音の短音花、及び単語内の「語頭jの位置にある短音の長音化であ

る。

小熊 (2008)は長音の間違いの種類、レベノレ汚IJの傾向について述べている。日

本語学習者の発話における間違いとして、1.拾の増加 2.拍の減少 3.交替の

3種類をあげ、次のように説明している。 r1 .拍の増加とは、意図された言葉

より実際の発話の方が音が長く知覚され、全体として拾が増えたように感じら

れた場合である。 2.拾の減少とは、逆に音が短く知覚され、拍数が減ったよう

に感じられた場合、 3.拍の交響とは、理論上の拍数は同じであるが、拍を捧成

する音が変化したためリズムが乱れたように感じられた場合である。さらに、拍

の増加が発話に見られた数字は大きいにもかかわらず、実際に長音があらわれ
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る審rJ合が高いため、長音の減少の方が実際の発話の中に現れる割合が高いjと言

い、主た、「初級学習者と中級学習者では、拍の増加の現象が多く、上級では1.

拍の増加と 2.拍の減少がほぼ同じ程度、超級学留者では 2.拍の減少がより多

くなっているということで、レベルによって異なった傾向を示しているJとして

し、る。

栗原 (2005)はレベノレ別の傾向、習得プロセスに関して述べているが、小熊

(2008)と違い、超上級学習者は扱わず、畠本語レベルが異なる中国語北方方昔

話者の長音と短音の産出傾向について分析している。産出実験の結果では、日本

語能力が低い場合は長音が短音になりやすく、告本語能力が高い場合は短音が

長音になりやすいという傾向が示されたとしている。このことから、関本語学習

の初期段階で、は短音が発音の基準になっているため、長音も短音として発音し

てしまうと考えられる。学習が進むにつれて長音の長さを意織するようになり、

次第に長音の持続時間が伸長していく。ただし、長音の伸長と問時に短音までも

伸長することがあるため、長音と短音を同時に適当な長さで実現することは容

易ではない。

李嫡宰 (1997)は、長音の音環境及び知覚・産出の関係、レベル思ljの傾向につ

いて、 f韓国人日本語初・中学習者に行った調査の結果、知覚・産出ともに、『語

末Jの長音が国難であり、中級になると発音に自然さが増すj と述べている。こ

の研究は、長音生成の過程は、まず短音生成が基準であり、学習が進むにつれて

長音の生成も可能になっていくことを裳付けるものだと言えるだろう。

土震JI民一 (1992)は、イントネーションと長音の関係、、レベルJ31jの傾向、発

話スタイルについて、 f日本語母語話者と日本語学習者を対象にして、長音の

生成ど文末イントネーシ詩ンの影響について実験を行った。比較した結果、日

本語母語話者は文末イントネーションに影響を受けるが、学習者はそれに比べ
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て影響が少ない. . .ー母音の長さには偲人差が大きく、日本語習得の程度と

は関連がなかったj と述べている。吏に、語末の長音は、単語を単独で読むほ

うが文中より長いことを報告している。

(1995)は、英語を母語とする畠本語学習者の長音の単語内め位置を研

究し、また知覚と産出の能力の比較を行った。単語の読み実験の結果、 f語

頭j位置の長音の産出が易しい、それから知覚より産出の方が難しいというこ

とが明らかになったとしている。この研究では2音節語のみが対象であり、詩

中位置の長音に関する考察は行っていない。

日本語学習者のE本語能力レベル別の対照を行った研究には、長井 (1997)

が英語話者の初級学習者及び上級学留者又日本語母語話者を対象に、単語の読

み発話の音響分析を行っている。音響分析の結果、短音のみを合む単語につい

ては、初級学習者も、上級学習者も、日本語母語話者も生成した単語の拍数と

単語全詳の物理的な長さに相関が認められた。しかし、上級学習者と母語話者

ではすべての単語内で1拾の長さにおいてあまり差がなかったのに比べ、初級

学習者では1拍からなる単語の長さが長く、長母音と短母音の区別が暖味にな

っている様子が観察されている。特殊拍を含む単語の産出に於いても、初級学

習者は拍単位の時間制梅が難しくて、長音節と短音節の長さに楚がみられない

という結果であった。また、長母音の物理的な時間長は初級学習者が最も短

く、次試上級学習者、日本語母語話者の)1慎で、あったとしている。

戸田 (1998)は、日本語母語話者と英語な母諮とする自本語学習者を対象

に、日本語学習者のレベル引の特徴を研究した結果、初級学習者は、長音と短

音の区別が唆味であるが、長母音辻学習レベノレが上がると、母語録者の長さに

近づいていくと述べている。

北村 (2000)は音の長さに音環境が影響していると予期し「初・中級レベルの
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韓国人自本語学習者及び日本語母語話者の 12種類の無意味語読みを対照した結

果、韓国語話者の長音は、担本人よりやや短く、韓国語話者の単語長と分節長が

不規則であるj と、また、 「長音の前後の閉鎖音やVOT(voice onset time)の

持続時間には差が見られた。このことから、単語の中に特殊拍がある場合、学習

者にとって特殊拍自体の発音ではなく、周りの音節の発音のほうに難しさがあ

るのではないかJと述べている。

生成縦断研究数は少ないが、次の土展千尋(1992)及び戸田 (1997)の研究をあ

げることができる。

土産千尋(1992)は、モンゴル入日本語学習者1人を対象に計5屈の追跡調査

を行い、日本語のリズムについて、自本留学前と自本留学後の発話の変化を比

較した。留学前、語末・語中の長母音が短母音より短い現象が見られたが、留

学後、日本人の発話中の長母音の長さに似てきたことが穣認できたと報告して

いる。適切な音声援導を実施すれば、長母音の長さを日本人母語話者に近づけ

ることが可能であるということであろう。

戸田 (1997)ニ容は、 1年間の縦断研究の結果として「日本語母語話者と英語

話者の生成能力を比較し、習得過程課荏を単語読みで、考察を行った結果、母音

の長短は、子音に先行して習得されるJと報告している。また、時間制御は、

過剰般化→オーバーシュ…ティング→自己修正の過程をたどるという説を提唱

している。つまり，時間制御能力の不足〉持続時間の過剰産出>オーバーシュ

ーティング〉時間→制携の修正というステップを経て、だんだん母語話者の発

話に近づいていくとしている。

2. 2. 2.長母音の知覚に関する研究
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中)11道子 (2000)は、初級学習者に対して「それは. . .ですj 文に長音と

短音を含む無意味語を挿入して実験を行った。その結果、短音化は、1.第一

音節より最終音節におこりやすい、 2.劫音は最終音節より第一音節に影響す

ると述べている。

皆)!I.桐谷 (1996)では、日本語学習者の母語に関わらず、語末音節にお

いて誤聴が多い事を報告している。

内田照久 (1993)、楽票速世 (2004)は、「中国語北方方言を母語とする日本

語学習者に関して、長音を知覚する際、長音と半日新する境界は明確ではなく聖

母諮話者とは異なる開き方をしているJ報告している。内部 (1993)では、

「北京標準語j を母語とする日本語学習者の上級学留者と初級学習者を対象

に、発話速度の制御及び母音空間の待縮を、有意味語刺激「料理Jrリカ

f撞Jr過程j に対して行い、捜限法による惑解実験を行っている。その結

果、初級学習者は、かなり長い持続時間の母音でなければ、長音と確定できな

いこと、それに対して、上級学習者は典型的な長音があれば問題はないが、判

断境界値も母語話者とは異なることを示した。

数は少ないが、長母音知覚に関する縦断研究として、戸沼 (1998) をあげる

ことができる。戸田 (1998)の英語母語話者の初級学習者及び日本語母語話者

に対して行った実験の結果は、内部 (1993)の中国人上級学習者と問じであ

る。更に、 L 日本語上級学習者は長音と短音の範曙化が初級より進んでい

る。 2.上級者でも、先行母音の時間長による影響がない。 3.長音知覚は「目

標設定・知覚範時化・自己修正Jという習得過程をたどるという説を展開して

いる。

長母音暫定に関しては栗原 (2004、2006)の研究があげられる。中国語北方

方言を母語とする初殻から上級レベルの日本語学習者を対象に、母音の持続時
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関を目安とした長母音の知覚判断の特徴を調査している。長母音と短母音のミ

ニマルペアを用いて 聴取実験を行った結果、学習者は知覚判断境界が明確で

はなく、自本語母語話者より短い持続時間の刺激で長音を知覚し、母語話者が

とするものを長音として知覚する場合があると指摘している。また、同時

に行った日本語能力簡易試験 (SPOT)の結果として、母音の長・短の知覚境界

に関しては、学習者の日本語能力が異なっていても、大きな違いが見られなか

ったと報告している。

更に、中国語を母語とする中・上級の担本語学留者が長母音を知覚する際

に， 日本語母語話者間様，長母音の持続時間に加えて高さの変動が影響してい

るのかどうかを明らかにする嵐洋子(2012)の研究もある。 10怖から10売まで10

段階に長さを短縮した刺激語を用いた実験の結果F 中国語母語話者は東京方雷

話者よりも，短い持続時間で長昔と判断する傾向が見られたとしている。(蟻4

2008)、栗原 (2004)が日本語母語話者を対象に行った研究と同様、中国語母

語話者が長母音を知覚する際に，持続時間に加えて高さの変動が影響を与えて

いるとしている。特に，途中で下降のある音声の場合，中国語母語話者は短い

持続時間でも長母音と判断しやすい傾向が見られたとしサ。また，母音内部に

下蜂のある音声のほうが下降のない音声よち有意に短い持続時間で長音と判断

することが示されている。これは 日本語母語話者の結果(嵐2008) と同様の

傾向であり、長母音を知覚する擦に，日本語母語話者向様量持続時間に加えて

高さの変動が影響すると報告している。

韓笛語を母語とする学習者の場合にも、ピッチ変動が長母音の知覚に影響を

えていると前)11 ・助)11(1995)で述べている。アクセントがある地域とない

地域の韓留人母諮話者に対する調査の結果、アクセント地域の方が、長母音知

覚判断がアクセントのピッチ変動によって影響を受けると判断している。
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小熊 (2000a)は英語を母語とする学習者の知覚においても、ピッチの変動が

影響すると判断し、更に次のことを明らかにした。1.長母音と短母音の知覚能

力は、中級から上級にかけて有意に向上する。 2. 中・上級学習者は、長母音を

短母音と誤認識する傾向がある。 3.長母音のピッチの変化は、上級学習者によ

る長母音の知覚判断に影響を与える。 4.単語内の長母音の位置による難易度は、

難しい順に「語末>語中>語頭」位置、習得順序は逆に「語頭→語中→語末」位

置の}I慎である。 5.長母音のアクセント型による難易は、難しい順に「低低>高

低>高高>低高」型、習得順序は逆に「低高→高低→高高→低高」型の順である。

皆川 (1995a)はイギリス人及び韓国人を対象に、長母音の知覚に対して単語

内の位置及びアクセントがどのように影響するかを調査している。その結果と

して、1.長母音が「語末」の位置の場合に知覚しにくい、 2.長母音末のアクセ

ント型「低」の場合、長母音を視覚しにくいこと、また、その原因のーっとして、

語末における音自体の高さと強さの減衰を挙げている。しかし、この研究では、

語頭位置と語末位置のみの比較しかされておらず、語中位置についての分析が

なされていない。

ガリエーゴ・ニーニャ (2012)は、フィリピン人日本語初級学習者に無意味語

を用いた知覚実験を行い、その結果として、1.アクセント核と長母音位置が一

等した場合、長母音の知覚判断が容易で、ある。 2.語頭の長母音が聞き取りやす

い3.フィリピン人日本語学習者は、長母音の知覚判断においてピッチ変動を音

響的な要素として利用していると報告している。

しかし、長母音中のアクセントの高低変化に関しては 上記の研究と反対の

結果が大室他(1996)で報告されている。大室他(1996)は 3種類の聴覚実験

(1.母音の長さの変化による実験2.母音連続による実験3.話速及びアクセ

ント変化による実験)を日本語母語話者、英語話者及び韓国語話者に対して行
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った。その結果、母語話者と違い、韓国語話者と英語話者による長音・短音の

知覚判断において、長音部内のアクセントの高低変化は影響せず、母音の持続

時間のみが影響するという調査結果を報告している。

長母音部のアクセントの高低変化が学習者の判断に影響するか否かについて、

上記の通り 2つの異なる結果が報告されたが、この棺違についてはJ、熊(2000a)

がfアクセントの高低変化は上級学習者の長母音の知覚判断には影響するが、初

級・中級学習者の判断には影響しない。対象とした学習者の雷語能力レベルによ

る相違であるj と説明している。

母語のリズムの特性が長母音の知覚に関与しているかどうかについて、日本

語学習者の穂解データを、学習者の母語の転移という観点から母語別に分析し

たものとして、皆)11・桐谷 (1996)の研究がある。英・フランス・スペイン語話者

を対象に長母音の穂取実験を行ったもので、音節長の変動が小さい音部リズム

の母語話者は、変動の大きいストレス・リズムの母語話者よりも音節の長さに鋭

敏であるという予部に反して、音節長の変動が小さいスペイン諮の母語話者が

最も誤答率が高かったと報告している。さらに、音節長の変動が大きい英語話者

と変動が小さいフランス語話者の誤答率が間程度で、あったことから、長母音の

知覚には、母語の音節長の変動特性は関与していないと結論づけている。

さらに皆川 (1997)は、学習者の母語のリズムにより異なる時間制御の特徴が

及ぼす影響を分析するために、英・韓国・中層・タイ・スペイン語話者による長母

音の知覚について実験を行った。中国語とスペイン諮話者の誤答率が他の3母

語話者に比べて高く、モーラ・リズムの時間借j御の特性により近い音節リズムの

スペイン諾話者が、ストレス・リズムの英語話者よりも誤答率が低いのではない

かという予想とは、逆の結果になった。また、ストレス・リズムである英語話者

に関しては、長母音の判断に、強さの影響より高さの影響のほうが大きいという
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結果であった。さらに声調言語である中国語とタイ認を比べると、タイ語話者は

有意に誤答率が低かったが、タイ語の母音には、音韻論的な長短の対立が脊在す

るからであると分析している。アクセント型「高高jの長母音は知覚しやすく f低

抵けま知覚しにくいが、短母音に関しては f高jの短母音は長母音と誤りやす

い。 r語末jのイ立置に長音がある場合は、知覚が難しい。これらの研究結果から

すると、学習者の母語のリズムが長母背の知覚に影響を与えることは少ないの

ではないかと思われる。

2. 3.音声指導に関する研究

皆川 (1995b)は韓国語話者の長母音の知覚能力を瀕定する実験を行ったが、

長母音の知覚能力が学習年数や音声に関する学習経験の有無とは相関性がなか

ったとし、音声指導は長音の知覚には効果がないと結論づけている。しかし、こ

の研究では音声指導法の内容が示されておらず、効果がないと結論づけるのは

性愈であろう。

鹿島 (1995)は、学習者のインタピュ一発話を評価の対象とした研究を行

い、 2短音節をーまとまりにしたリズム区切りをふまえたリズム教育が、特殊

拍などの拍感覚の習得に効果があったと報告している。

横井 (1998)は、英語母語話者及び中国語母語話者に対して日本語のヲズム

指導を行った。まず、学習者に発音の問題点を指摘しフィ…ドパックさせた

が、学習者はこの指導を肯定的に受け止めて、発音に対する意識も高まった。

援音、促音、ラ行、又、拍数が少ない語が指導で改善されたが、長母音は改静

率が抵くて習得が困難で、あったとしている。そして学習者が認、識する問題点と

器本人が気づく点は違うと報告している。

川口 (1984)は、 VT法の発音指導技術の 1つである f身体リズム運動j を用
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いて、韓国、中間、及び英話者を対象に行った。アクセントの転換点に長母背

がある場合は、学習者がみな十分な長さの畏母音が生成できたとしている。特

に、ピッチが上がるときの畏母音が相対的によかったが、これは手の運動によ

る肉体的緊張感が・前音節の母音を一拍分神ばすという時間的な緊張感と一致

するためであると報告している。

山田・山田・ Strange (1996)では、アメリカ英語を母語とする日本語学習

経験のない人を対象に、コンヒ。ニェータによる長母音と短母音の知覚の個別集中

訓練を8日開行った。さまざまな訓練用刺激が可能なコンピュータ学留によ

り、短期間に成績の向上が観察されたと報告している。

小熊 (2000b)では、英語を母語とする初級学習者を音声指導の有無により

グループ分けし3か月間の変化を観察した。一つのグル…プに拍の概念を導入

した音声指導を遺1@]行って効果を測定した結果、知覚能力の変化と音声指導

との相関関係、は認められなかったが、宿題の提出という能動的な学習行動在取

ったことと成績向上に相関関係が見られた。このことから、学習者の意識的な

学習行動が知覚能力の向上に影響を与えたと述べている。また、長母音部のア

クセント型と単語内の長母音の位置という観点から習得頗序を予演し検証した

結果、

長母音部のアクセント裂は「低高j、f高高」、 f高低J、「低低J裂のJI演、単語内の

長母音の位置はf語緩ん f語中J、「語末jの}I慎に習得されるという予測と問様の

過裂をたどったことが示された。

小熊 (2000c)は、読み発話形式における長母音と短母音の産出能力に関し

て、初級段階での音声指導でどのような効果があるのか次のように述べてい

る。 r英語を母語とする初級学習者を、音声指導の有無により2つのグループ

に分け、 1か月ごとに長田の音声資料を収集し、その関の成績変化の考察を行
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った。学習者の発話を?名の日本語教師が評価した結果、指導を行ったグ、ルー

プのみ成績が向上したことがわかった。単語リストを読む場合と短文を読む場

合と在比較した結果では、単独で、読まれた単語のほうが、発音に対する評価の

向上が大きかった。また 全体に長母音を産出する成績が向上したのに対し

て、短母音の産出は母音が長母音化される現象が見られ成績が下がる傾向があ

った。これは、長音とし、う母語にはない概念を留意しすぎて短母音の母音の短

さに対する注意が低下したことによる結果ではないかJと報告している。

2. 4.先行研究のまとめ

長母音の生成、知覚、音声教育に関する先行研究にみられる特徴、績向を以下

に館条書きにしてまとめた。

①先行研究で扱っている発話スタイルは、単語及び短文読み上げ実験がほとん

どで、自然発話における長母音産出に関する研究は少ない。

②母語別の傾向に基づく研究がみられた。

③学習者が話す中間言語における、共通の長母音習得のプロセス「過梨般化→

オーバーシューティング→自己修正Jに関する研究がみられた(戸田

1997)。

④単語内の位置は、語末長膏が困難であることを明らかにした研究があった。

⑤語中の長母音の研究が非常に少ない。また、実験対象は初級、上級、超上級

学習者が多く、中級学習者を扱っている研究が少ない。

⑥学習者の日本語能力レベノレが上がるとともに、長母音の発音には自然さが増

すという、学習レベルによる傾向を研究したものが多い。

⑦長母音の学習過糧を明らかにした長母音の知覚・産出・指導に関する縦断研究

が少ない。

26 



@長母音の産出及び指導に関する研究は、長母背の知覚に撰する研究より少な

" ¥0 

②従来の指導方法は聞き取りと繰り返しの方法が多く、学習者へのフィードパ

ックが不十分である。また、指導法について具体的な技術が記述されていない。

鐙長母音の習得はほかの項自に比べ国難であり、遅れていることが先行研究で

示された。

以上、印項目にまとめ特徴と傾向を列挙したが、自然発話における長母音産

出に関する研究、及び畏母音の溜得法に関する研究が少なく、今後の課題と

えるであろう。

3輩研究方法

3. 1.研究対象

研究対象の被験者は次の通りである。

1) トピリシ畠由大学初級学習者 10名、中級学習者 15名

2) トピリシ大学初級学習者 13名

3. 2.アンケ…ト調査

3. 2. 1.調査対象者

アンケート調査の対象になる被験者は、 トピリシ自由大学及びトピリシ大学

の日本語能力が初級・中級の 2レベルの学習者である。初級学習者は自由大学

10名、トピリシ大学では 13名、そして中級学習者は自由大学の 15名で、あった。

初級学習者は拐殺日本語教材 fみんなの日本語 1，IIJを使用し、中級学習者は

中級ー中上級「ニューアブ口ーチム IIJで勉強している。年齢は 17歳から 23

歳、首都トピジシ市内在イ主である。生育環境は、問親ともにグ、ルジア諮母語務者
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で、グルジア語を母語とし雷語形成期をグノレジアで過ごしている。なお、日本語

教員は全員グルジア人である。

3. 2. 2.アンケート調査の結果

5番目の質問事項 f発音はどのように教えられますかj に対する選択肢は、

1. CDを開くことで

2.発音の特別練習文

3.母語との比較で

4.その他

であるが、初級学習者、中級学習者ともにほとんどの学生が r1. CDを開

くことでj を選択した。

7番目の質問事項の正答率では、初級学習者が95.7弘、中級学習者は86.7訴で

あった。

8番目の質問事項「畠本語にはどんなアクセント型があるか」に対して、正

解は lつも得られなかった。初級学習者は設も回答していなし、。また、中級で

は解答しなかった人以外にも fその他Jの答えでは「質問文の最後のところは

声が上がる、又コンマの前に宵が上がるJ r感情を表す時捜うJ r驚く時使

うJ r長いJ rなし"J rてにをはの前に使うJ r感動する時、驚く時等感情を

表す時使う」というように回答している。

3. 2. 3. アンケート調査の分析

初級及び中級学習者に実施したアンケート調査では、同大学とも発音の特別

練習及び母語との相違点は説明されておらず、体系的に発音教育が行なわれて

いないことが分かった。

長母音の生成方法では正答率が高かったが、初級学留者 (95.7完)より中級
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学留者 (86.7覧)の方に誤用が多いのは、五十音を学習してから、発音にそれ

ほど注意を払っていないためだと考えられる。

学習者のほとんどが自本語のアクセント型を解していないことからも、両大

学とも発音教育は五十音の指導で終了するということであろう。

3. 3.学習者の知覚能力の測定

開き取りテストという手段を使って、知覚能力を調った。

長母音・揚長母音の単語内の位置(語頭、詩中、語末〉によって語葉リストを作

成した。アクセント型は主に、日本語において最も多い額高型と平板型にした

3. 4.評価方法

評価者は筆者自身が、日本人ネイチイブ‘の協力において確認を行った。協力者

は東京都内に住む30代の女性である。

r 1. 3.研究自的jの智頭でも述べたが、調査の結果、誤用が極端に多くみ

られ、具体的には、畏母音の拍の増加、拍の減少、拾の交替などである。また、

超上級においても拾の減少がみられること(小熊 2008)から、これらも研究の

対象とした。

3. 5.調査方法

初級学生にみられる長母音の持続時間が十分でない発音に対して、 VT法の考

え方に基づいた発音指導を試みた。実験対象は自由大学の 1年生で、 10人を指

導グノレープと非指導グループ。それぞれ 5人ずつに分け、指導前と指導後の長母

音調査を行った。非指導グノレープはこの大学で行われるオーディオ・リンガノレ・

アプローチで、発音を身につけようとしたが、指導グ、ループで、はVT法で指導を行
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った。

小熊 (2000c )が言うように、長母音だけに注意を向けると、逆効果すなわち

短母音の長母音化の癖が出る可能性がある。一方で~， r長母音jとしづ母語には

ない概念を留意しすぎると、「短母音Jの短さに対する注意が低下する可能性が

ある。それら問題点を考慮して、特殊拍の指導とまたリズム指導を合わせて行っ

た。 1，5カ月にわたって週に 1陸、合計で6回指導を行った。

3. 6.学習者の知覚・生成能力の測定 (2回目)

実験教育終了後、指導グループと非指導グソレープに再度同じ聴取・生成調査安

行った。指導グループの成績が上昇したということが分かつたため、 VT法に基

づく発音指導が効果をあげたと考える。

3. 7.調査概要

グノレジア諮を母語とする日本語学習者の民本語の長母音(長音)の習得過程を

明らかにするため、聞き取り調査及び生成調査を行った。

3. 7. 1.研究対象

1) トピリシ富由大学初級学習者 10名、中級学習者 15名

2) トピリシ大学初級学習者 13名

研究の対象になる被験者は、 トピヲシ自由大学及びトピリシ大学の日本語能

力が初殻・中級の 2レベノレの学習者で、ある。初級学習者は自由大学 10名、 トピ

リシ大学では 13名、中級学習者は自由大学の 15名で、あった。初級学習者は初

級日本語教材「みんなの日本語 1，1むを使用し、中級学習者は中級・中上級「ニ

ューアプローチI、IIJで勉強している。年齢は 17歳から 23歳、首都トピリシ
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市内に住んでいる。両親ともにグノレジア諮母語話者で、グルジア語を母語とし雷

語形成期をグルジアで過ごしている。なお、司本語教員全てがグルジアぬ人であ

り、日本人教師はいない。

3. 7. 2.学習者の知覚能力の測定

閉さ取りテスト(付銭2)を行い、日本語レベル53IJに知覚能力を分析した。テ

スト問題は諮葉の開き取りで、リストでは、まず長母音を含む単語を提示し、次

に長母音のない単語が続く。長母音を含む語は 30語、持長母音を含む語は 30

、長母音がない諾は 58語、全部で 118有意義語であった。諾業リストは、

語内の音節位置〈語頭、語中、語末)とアクセント型によち作成した。アクセン

ト型は、最も多い頭高型と平模型を中心にし、長母音部のアクセントは「高低j

「高高Jr低低Jr低高jの全種類とした。長母音に注意を舟けさせないために、

単に発音をチェックするだけであると伝えた。 1居間かせ、そして聞き取れない

場合は手を挙げるように指示し、最大3回繰り返した。

3. 7. 3.学習者の生成力の測定

詩集の読み上げテスト(付録3、付捺4)を用いて、日本語レベノレ別に生成能

力を測った。長母音を含む語は初級47語、中級40語であり、効長母音を含む語

は初級 24語、中級29語であった。読み上げ単語リストの作成に際しては、アク

セント裂は考慮せず、語中の長母音のみに焦点を絞った。その理由は 2大学と

もアクセントを教えていないためである。テストの手)1頂は、まず学習者を個別に

教室に入れる、単語の振り仮名が読めない学習もいると予測し、単語リストを渡

してから 5---10分程度の準備時間を与える、学習者の発音を「ステレオ ICレ口

一ダーSONY ICD-UX502Jに録音する、である。

31 



3. 8.聴取調査

3. 8. 1.初級学習者における長母音聴取調査の結果

グノレジア語を母語とする日本語初級学習者に対して長母音聴取調査を行った

が、その結果は「表 1Jの通りである。誤答率が最も高い位置は語末の長母音で、

長母音部のピッチは『低低』で 73切で、あった。続いて語中の長母音で、長母音部

のピッチは『低低』で 71.3%、語末の長母音とはわずか1.7怖の差であった。誤答

率が比較的低かったのは語頭の長母音で、長母音部のピッチは『低高』で 19.5犯

で、あった。次に語末の長母音で、長母音部のピッチは『高高』で 27.3%、続いて

語頭の長母音で、長母音部のピッチは『高低』で 28.6切となっている。

長母音の語中位置における平均誤答率は、語頭が 24%、語中が 63.3施、言吾末が

50. 1%であった。

表 1 初級学習者長母音聴取調査の結果

長母音の位 誤答率
アクセント型 長音部のピッチ サンプル総数 誤答数 調査語嚢の例

置 (%) 

語頭 頭高型 高低 115 33 28. 6 くうき、ユーロ

語頭 平板型 低高 113 22 19.5 どうが、ぼうえき

語中 頭高型 低低 115 82 71.3 メッセージ、コツテージ

語中 中高型 高低 114 63 55.3 ぎんこういん、けいじどうしゃ

語末 頭高型 低低 115 84 73 メドレー、メロディー

語末 平板型 高高 113 31 27.3 だんぼう、むじんとう

3. 8. 2.初級学習者における劫長母音聴取調査の結果

グノレジア語を母語とする日本語初級学習者に対して劫長音聴取調査を行った

が、その結果は「表2Jの通りである。誤答率が最も高い位置は、語中の劫長母

音で、劫長音部のピッチが『低低』で 77，7%、次に誤答率が高かったのは語末

の効長母音で、効長母音部のピッチが『低低』で 68.7%あった。誤答率が比較的

低かったのは語中の劫長母音で、効長母音部のピッチが『高低』で 33施、続いて
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語頭の揚長母音で、劫長母音部のピッチが『高低Jで38弘、語末の掲音母音は撤

長母晋部のピッチが r高高Jで38.7覧、語頭の効長母音は、効長母音部のピッチ

が『低高Jで39.7覧で、あった。

効長母音の語中位置における平均誤答率は、語頭が 38.8弘、語中が 55.3弘、語

末が 53.聞となっている。

表 2 初級学習者撤長母音聴取調査の結果

長奮の位誼 アクセント型 長官部のピッチ サンプル総数 誤答数 誤審事{覧) 調査語象(弼〉

語頭 頭高型 車低 113 43 38 ちゅうごく、じようし

語頭 平板製 低高 111 44 39. 6 ちゅうし、りゅうねん

認中 顕高型 低{底 112 87 77.7 コスチューム、きみような、

語中 中高型 高低 115 38 33 ずむきょういく、ごきょうだい

語末 頭高型 低低 115 79 68. 7 カルチャー、きぎょう

語末 平板型 高高 114 44 38. 6 ちをゅう、りゅう
一 -岬叩い岨ーー卿帥 同町 」同一一ー一一

3. 8. 3. 中級学習者における長母音穂取調査結果

グノレジア語を母語とする自本語中級学留者に対して長音聴取調査を行った。

結果は「表3Jに示した通りである。誤答率が最も高い位置は語末の長音で、長

音部のピッチが『低低Jで74.1覧であり、次に語中の長音が続き、長音部のピッ

チが ri町民Jで67覧で、あった。誤答率が比較的低かったのは語末の長音で、長音

部のピッチが『高高Jで 13.視であり、語頭の長音は、長音部のピッチが『低高J

で22.4弘、同乙語頭の長音部のアクセントが『高低Jでは30.舗で、あった。

語中における長音の平均誤答率は、語頭が 26.3弘、語中が 54.錦、語末が 43.8覧

で、あった。

表 3 中級学醤者長母音聴取諜査の結果
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長音の位置 アクセント型 長音部のピッチ サンプル総数 誤答数 誤答率(%) 調査語嚢(例)

語頭

語頭

語中

語中

語末

語末

頭高型 高低 73 22 30. 1 くうき、ユーロ

平板型 低高 71 16 22. 5 どうが、ぼうえき

頭高型 低低 73 49 67.1 メッセージ、コッテージ

中高型 高低 75 32 42. 7 ぎんこういん、けいじどうしゃ

頭高型 低低 73 54 74 メドレー、メロディー

平板型 高高 73 10 13.7 だんぼう、むじんとう

3. 8. 4. 中級学習者における劫長母音聴取調査結果

中級学習者に行ったま幼長音聴取調査の結果は「表 4Jに示した通りである。誤

答率が最も高い位置は語中の劫長音で、劫長音部のピッチが『低低』で 67.2%と

なった。次に誤答率が高かったのは語末の劫長音で、効長音部のピッチは『低低』

で55.5犯で、あった。誤答率が比較的低かったのは語末の劫長音で、劫長音部のピ

ッチが『高高』で 17.8%となった、次に語頭の劫長音で、劫長音部のピッチが『高

低』で 20.3見、続いて語中の劫長音で、劫長音部のピッチが『高低』で 23.1%で

あった。

語中位置における劫長音の平均誤答率は、語頭が 26.1施、語中が 45話、語末が

36.6判で、あった。

表 4 中級学習者劫長母音聴取調査の結果

長音の位置 アクセント型 長音部のピッチ サンプル総数 誤答数 誤答率(%) 調査語葉(例)

語頭 頭高型 高低 74 15 20.3 ちゅうごく、じようし

語頭 平板型 低高 75 24 32 ちゅうし、りゅうねん

語中 頭高型 低低 73 49 67. 1 コスチューム、きみような、

語中 中高型 高低 74 17 23 ぎむきょういく、ごきょうだい

語末 頭高型 低低 74 41 55.4 カルチャー、きぎょう

語末 平板型 高高 73 13 17.8 ちきゅう、りゅう

3. 8. 5.聴取調査結果の分析
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調査結果を分析したが、初級・中級学習者共に長音・助長音の轍取の誤用には

規知性が見られること、すべてに於いて問様の傾向があること、表5の通り、籍

中(低低・高低)語末(低低・高高)語頭(高低・低高〉のJI畏に誤用率が高かい

ことが分かった。

表5 初級・中級日本語学習者の長母音・劫長母音の聴敢調査結果

話頭(拡) 話中(覧) 語末〈覧)

初設学習者・長母音 25.8 56 40.2 

拐級学習者 z勘長母音 39.4 60.8 50.3 

中級学習者・長母音 25.8 46.7 32.6 

中級学習者・勘長母音 25.3 42.2 30.4 
.____ 

「表 6J、「グラフ lJ、「グラフ 2Jは、長音部のピッチ及び長母音・劫長母音

の語中に於ける誤答率を示したものである。初級学習者では、長母音は「語中・

低低」で 71.3弘、「語末・低低jで73覧、劫長母音は f語中・低低Jで77.7%... r語

末・低低jで 68，市という高い誤答率であった。中級学習者に於いては、長母

音は「語中・抵低jで67弘、「語末・低低jで74%、劫長母音は「語中・低低jで

67覧、 f語末 e低砥」で 55誌で、あった。長母音及び劫長母音は全てが長音部のピッ

チが『低低』の場合であった。

表 6 初級・中級日本語学習者の長母音・揚長母音の聴取諒査結果
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長母音語中位
長母音部の

拐級・
初級・劫長

中級・長
中級勤長母

能・アクセント 長音母 音母誤解
アクセント

誤答率
母音誤答率 音誤解率

裂 率

語調・顕高 高低 28.6 38 30.2 20.3 

語頭・平板型 低高 19.6 39. 7 22.4 32 

語中総額高型 {底{皐 71. 3 77.7 67 67.2 

語中・中高裂 高低 55.3 33 42.6 23. 1 

語来・頭高裂 {正低 73 68. 7 74. 1 55.5 

語末剛平板型 高高 27.3 38. 7 13.7 17.8 

表6から分かるように籍中の長音(低低・高低)が一番難しいという結果とな

った。これは、「長音部の末部の音が低い、すなわち話中の長音(低低・高低)

裂は、長音として知覚されにくいjという英語話者、韓国語話者を対象に行った

皆)11 (1995)の調査結果と同様であり、また、小熊(研究 2、2008)が英語話者

を対象に行った調査とも同様の結果であった。皆川 (1997)の5昔話(英・韓国・

中国・タイ・スペイン詩話者)の母語話者を対象とした讃査でも、英語話者を研究

対象にした小熊 (2008) と陪様、長音部のアクセント裂が「低低J裂では、ほか

の裂と比べて有意に誤答率が高い結果となった。ピッチの高い音は長く関こえ

るという音響心理学的な要因(小熊 2008)が誤用の原因になっていると考えら

れる。又、小熊 (2008)は、 5カ国語それぞれの話者において、 f低低型j長音の

知覚が困難なのは、言語の普通的特徴であると問時に、日本語能力全てのレベル

において最も誤答率が高かったことからも、習得課程のどの段階においても罰

難な裂である可詑性が高しりと述べている。「低低型jは知覚されにくいという

結果は、グルジア語母語話者を対象にした本研究でも同様であり、日本語学習者

全般に共通した傾向であると雷えそうである。

語末位置(長音部のピッずが「高高Jf低低J)が2番目に難しいとしづ本研究

の結果は、認中 (f低低型Jf高低型J)の場合と異なり、長音部の 2番目の拍に
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は「低Jの他「高j もあるためであると考えられる。

語頭で比較的誤答率が低い理由として、皆)11 (1995)小熊 (2008)は語末に

おける音自体の高さと強さの減衰を挙げている。また小杯、木村 (2002)が、

語頭から語末にかけて緊張度が減少するという緊張の性質も音の知覚に関係、し

ているのでないかと考えるむ

長母音・揚長母音の聴取に於けるレベル足立の誤用の領向は 表 5にあるとお

りである。長母音の聴取においては、中級では初級に比べ語中・語末長母音の

誤用が若干減る傾向にあるが、持長母音では、初級と中級の誤答率の差がより

大きくなっている。

長母音及び劫長母音における誤答率は、初級では劫長母音の誤用が長母昔よ

り多く、中級では畏母音も劫長母音もともに誤用は減少しほぽ同じになってい

る(表的。

グラフ 1.初級 アクセント型、語中位置、長音部のrッチにおける平均誤答率
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グラブ 2.中級 アクセント型、語中控置、長管部のピッチにおける平均誤答率
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3. 9.初級・中級学習者における長母音・劫長母音生成調査結果

初級日本語学習者の読み上げ実験結果では、長母音、効長母音ともに語末位

置で誤答率が最も高かった。中級ではどの位置でも誤用が減り、長母音では語

頭と語末がほぼ同じになっており、揚長母音では初級学習者と同様、語末は誤

答率が高かった (r表 7J r表 8J及び「グラフ 3J rグラフ 4J参照)。

初級・中級学習者では、長母音は語末、語頭の次に語中は誤用が多く、劫長母

音は語頭・誇中・語末の}I慣に誤答率が高かった。

語宋の劫長母音は、初級学習者、中級学習者ともに長母音より誤答率が高かい

結果となった。

表7 初級長音及び劫長母音読み上げ実験結果

畏母音誤答 揚長母音誤答

語頭 14.7 3. 7 

語中 11 16.2 

語末 17.4 27.7 
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表 8 中級長音及び搬長母吾読み上げ実験結果

長音母誤答率 助長母音誤答率

長母音語頭 s 5! 

長母音語中 2.5 4 

長母音語末 7 20 

グラフ 3.拐殺長母音及び揚長母音読み上げ実験結果
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グラブ 4.中級長音及び劫長音読み上げ実験結果2
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3. 9. 1.長母音生成調査結果の分析

初級及び中級学習者の生成調査の結果は f表9J、「表 10Jの通りである。

表9 初級学智者の長音及び揚長音読み上げ実験結果

長母音誤答 持長母音誤答

語頭 14. 7 3. 7 

語中 11 16.2 

語宋 17.4 27. 7 

表 10 中級学習者の長音及び劫長音読み上げ実験結果

長母音誤答率 劫長母音誤率

長母音語頭 8 5 

長母音籍中 2.5 4 

長母音語宋 7 20 

本調査においも、語末の生成は困難であるという先行研究(小熊 2008)、李

畑宰(1997)、土屋順一 (1992) と間様の結果となった。音声は語末に向かうほ

ど、エネノレギーが減少するという普遍的な事実が、調査結果にも現れたことに

なる。また、語頭から語末へ単語の緊張度が減少するという VT法の考え方

は、語末で長母音・劫長母音の誤答率が高くなったとしづ結果を支持するもの

であろう。

初級・中級学習者の揚長母音の場合にも、前述した普遍的事実に基づく規則

が見られ、語頭・語中・語末の}I慣に誤答率が高かった。 IJ、熊が英語話者で、行っ

た実験では、強いストレス を使用する英語話者の誤用は語中・語末・語頭

のJI演で、あったが、声調言語を使用する中国人の学習者では、語頭の長音生成が

難しいとしサ結果が出ている。筆者が行った実験調査では、グノレジア人の初級

学習者では語頭の長音生成が語末の次に難しく、また、中級学習者では語頭の

長音生成が最も難しいとしサ結果が出ており、母語干渉が長音の生成に影響し
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たと考えられる。

そこで、母語干渉の観点からグルジア語の放出音の影響について考えてみた

い。日本語学習者の長音・劫長音の生成には、グルジア語の放出音 fk't‘pJ 

が影響しているのではなし、かということである。詳細は 5章で述べるが、ここ

では緊張度という観点から、放出音の特徴を述べる。日本語の子音で緊張度が

一番高いのは無声破裂音であり、「後続母音を急激に弛緩させ、緊張が持続し

ないJ(木村 1990) としづ特徴があり、長音化が難しいとされている。一

方、グルジア語の語頭の放出音 fk‘ピp‘J1.主日本語の fk、t、pJ よりも緊張

度が高く、後続母音を適切な長さで伸ばすのは難しく、また、語頭における長

音の持続時間を適切にコントロールするのは困難であると考えられる。また、

グルジア語の弱し、強弱アクセントも常に語頭に置かれているため、放出音の影

響を更に強めると考えられる。それに対して語中では放出音の干渉が弱くなる

ため、間違いも少なくなったのではなし、かと考えられる。特に、語頭の放出音

が強いため語頭への影響が予測できる。初級も中級も実験語葉において語頭の

放出音が、初級で 63.1潟、中級で 46.7%含まれているため、語頭の長音の長さ

をコントロールするのが困難になったのではないだろうか。(表 11)。

表 11 初級・中級学習者の語葉リストに含まれる放出音の割合

E初級語葉・放出音免 |中級語葉・放出音協

頭

頭
一
語

語
一
主
日

音
一
母

母
一
長

長
一
効

63. 1 

22.2 

劫長母音の生成調査語棄の場合、放出音の割合は比較的低い。初級語棄で、

22.2切であり、中級語棄では 25見で、あった。このことにより語頭の長母音が語

中・語末より間違いが多い理由が説明できる。
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4軍 VT法

4. 1. VT法の概要

VTS (Verbo-Torna1 System :言誤聴覚論)は、グベりナ博士が提唱した人間

の聴覚・再生に見られる法則性と機能に関する言語教授理論である。始めは、

フランス語の言語教授法として開発されたが、その後、多言語の外国語学習者

の言語教育、発音嬢正への応用へと発展していった。同時に、聴覚言語障害者

の発音矯正、リハピリの分野へも応用されていった。主に外国語教授法として

実践されているのは、全体講造視聴覚教授法的tructuro-G10ba1Au針。-

Vizua1 Methodo10gy)で、 SGAV教授法とも呼ばれている。もう一つは、宮謂聴

覚法 (Verbo-Tona1 話ethod)VT法、グェノレボトナノレ・メソッドとも呼ばれる

ものであり、聴覚・雷語障害児(者)の発音指導・矯正、補聴器のブイッティ

ング、及び外国語学習者の発音指導・矯正等に応用されている。

(小町、木村 2002) (グベリナ、他1981) によれば、 VTSの基本的な考え方

法以下の原理に基づいていれ

①最適要素

ベタノレ・グベリナは外国語習得の妨げ、母語干渉を乗り越えるため、最適要

素、つまり適切な周波数帯域を利用するための様々な方法を考えた。発達を終

えて、臨界期を超えた (11歳---12議)人間の脳の限界と外国語習得について

「大脳の発達は構造化を完成し、知性を発達させる上で基本となる母国語の習

得を終え、今度は外国語の音を正しく聴き取るの会妨げるような働きを始める

のですj グベリナ (1981) と述べている。

木村 (2001)は「各外国語にはそれぞれG固有の最適周波数帯域があるJと

述べ、この短単音教育にもジズム・イントネーシ沼ンの教育にも、最適罵波数

を発音教育に捷用することは f発話上達の畿となるJと述べている。
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。音声聴取の榎先

母語習得の過程と同様に、外国語学習においても音声穂取が優先すべきであ

り、母語の習得課程と同様に、言語学習においても音声聴き取りが優先し、そ

れから正しい調音へと続くのが自然な習得課程だと言える。臨界期 (11裁)を

超えた大人の脳は、母語の言語体系に基づいて機能していることがわかってお

り、昔話情報すべてを処理するのではなく、ごコミュエケーションに必要で最適

な槽報を選択し昔葉を理解している。宋学習の外国語の音声を開き取ろうとす

るとき、母語干渉により、開き取れないことが多い。 Eしい発音を獲得するた

めには、正しく聴き取ることが条件である。

③昔話の全体構造性

全体構造という考えにしたがえば、書語教育は、文法、音声、形態、意味な

どを個別ではなく、言語外要素も含む一つのまとまりとして、そして音声も物

理的音声ではなく、意味を担った音声として控える。

全体構造という原理に基づい開発されたのが全体講造視聴覚教授法 (SGAV:

Structuro-Global Audio-Visual Methodology)である。

木村 (2002)ではSGAVの特徴として、1.授業現場を現実の雷語活動にでき

るだけ近づける。 2.媒介語を使用しない 3.教材はストリー性があり、教育

内容は映像や音声を結び付けた対話形式である ι単元を全体的に理解させ

ることから始め、次に部分的な指導へ移る 5. ジズム、イントネーシ羽ンを

鍵先する 6.母語干渉を避けるため学習の初期段階で文字を導入しない、を

挙げているが、上記の特徴はマクロからミクロへという考え方に沿ったもので

ある。

④リズム、イントネ…ションの優先

外国語教授では、文法、音声、形態、意味の教授だけではなく、リズム、イ
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ントネーション、身振り、ポーズなどいわゆる f雷語外要素Jをも含む一つの

まとまりとして捉えるべきである。その中でも、リズム・イントネ…ションは

音声全体を一つにまとめる役割を担う最も震要な音声要素であり、幼児晴語に

音声言語の特徴が際立っているとしづ研究からも確認できるように、各言語の

r..._.語らしさJを担っているのである。

木村 (2002)によると、人間が体で敏感に感じる周波数帯域はおよそ300Hz

以下の低周波数帯域であり、リズム、イントネーション等プロソディが聴き取

れる領域であるとしている。 300Hz以上の帯域をカットした音響ブイノレター用

いて外国語の文、フレーズなどの聴取訓練を行えば、効果的にリズム・イント

ネーションを習得させられるとしている。

⑤音声の伝送体・受容体としての身体の役割

言語習得における音声と体の関わりについて、木村 (2002)は、 「音声は、

聴覚器官で開き取り、調音器官で生成されるだけではなく、音声の伝送体・受

容体としての身体全体が重要な役割を果たす。たとえば、聴覚に捧寄のある子

供は運動機能の発達が遅れる傾向があり、生理学的・病理学的観点からみて

も、身体は言語音の聴き取り、生成に重要な関わりを持っていることが理解で

きる。又、手のひらを胞に当て、 rァ~ wィ~ wゥJと発音してみると、振動

の共通する部イ立がそれぞれ異なることも確認できるj こと述べている。音声聴

取や調音活動においては、耳や口と言った局所的な器官だけが使われているの

ではなく、何らかの形で、手足の動きや、腹筋など、体の筋肉関与していると

いうことである。

上記で述べたように、音声聴取・生成における身体の役割は、 VT法の指導技

術の中心をなすもので、聴覚・雷諮欝害者及び外国学習者の発音指導・嬉正に

広く応用されているのである。
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日本国内では、 VT法を応用した英語〈霜崎賢等、1985)、スペイン語(木村

政農1985等)、 日本語(J11口1984、クロンード e ロベノレジュ1990、木村1997・

2000等)教育において成功例が多く報告されている。

4. 2. VT法による発音指導技宇野

①リズムとイントネーシ活ン

グベリナ(1981)は、昔話獲得におけるリズムの議要性について、「リズムと運

動は赤ん坊に母語を正しく聞きとる手助けであることを示し、リズムと運動の

厳密な関係、人間の生活ぶり、言語能力発達に於けるコミュニケーションの重要

性を示唆している。よく聴き取るための最初の条件はリズムであり、その次はイ

ントネーシ沼ンである去しとし、更に fこの二つは密接な関係にあります。イント

ネーションのないリズムも、リズムのないイントネーションもありません。音は

単に調音器官、姉、喉、舌の結果であるだけではなく、全身全体の結果でもある

のですj と述べている。

又、イントネーションの輩要性については、「単音の教育を効果的にさせるた

めに、音の罵波数が高いか抵いかによって、上昇イントネ…ション及び下降イン

トネーションを採用することによって、外国語の見慣れない音の知覚ができるよ

と述べているが、その例として、フランス語の円唇母音 fyJを取り上げ、上昇

イントネ…ションのピッチの高い音環境におくと正しい聴取・生成がなされと

している。

上昇イントネーションは緊張度が高くなり、そして下降イントネーションは

低くなるとしサ原理を応用すれば、学溜者の問題の背を修正する事が出来る。す

なわち、緊張が高い音を上昇イントネーションに乗せ、反対に緊張が低い音を下

降イントネーシ沼ンに乗せ練習を行うということである。

日本語の例をあげてみたい。「学校に行った」の文末の「たJが有声化する
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場合は、 f学校に行った引のように上昇イントネ…シ沼ンを用いて、文末を

緊張させると矯正しやすいであろう。また、「がっかりした!Jの文頭の「がj

が無声化した場合は、下降イントネーシ沼ンを用いてゆっくりした口調で、 fち

ょっとがっかりしたなJのような文で練習すると矯正されやすいであろう。この

ように、イントネーションの緊張度を利用して音声矯正を行うのである。

VT法ではプロソディをリズム・イントネーシ詔ンという二つの要素として捉

えているが、口ベルシ品(クロード・口ベルシュ 1985)はアクセント〈強勢)と

いう要素も合めた音声指導の具体例を次のようにあげている。 f髄々の音はプ口

ソヂィによって影響を受け、同じ音でも音質の違いが生じる。この事実を利用し、

目標音を音声特徴が最も顕著に現れる音声環境に置き、学習者の聴き取りと発

音を促進させる。例え試日本人は英語の二重母音 [ouJを発声するとき、緊張が

足りないまたは円韓化をしないという傾向があるが、強勢音節に目標音をおく

と共に、上昇イントネ…ションを用いて円唇化を進めるj とあり、これは、上昇

イントネーシ沼ンが強勢音節の緊張度を助長する作用を利用したものである。

②身体溜リズム運動

グベジナ (1981)は、 f単音は声帯の援動から生じるが、リズムとイントネー

シ沼ンは身体の運動から生じるj と述べている。

音声と身枠の動きの相互作用を示す例をあげ考えてみたい。体を動かしリズ

ムをとるのは、自然な事であり、ほとんどの人聞が体験していると思われる。好

きな音楽を聞くときに足でリズムをとったり 定ベラ歌手が大きな宵を出す時

や高音、低音を出す時は、手を前に出したり上にあげたり、一歩前に出たち後ろ

に下がったりして的確な音声が出るように調整していることは周知の通りであ

る。特に、強勢アクセント話者は 話す時にも身ぶりを使って、声の調子を変え
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たりしている。

T法の主な指導技術として、「体の動さによって、発声、芦の質、学習者のリ

ズム、イントネーション、母音、子音などの音声雷語活動の諸側面をより良い方

向に導く J(町田 1988)ために用いられる「身体リズム運動Jが挙げられる。即

ち、人間は意識的に身体全体(広義の調音器官〉を動かすと身体の局所(本来の

調音器官)が動く。このような現象を利用し、音声言語の特徴的要素(リズム・

イントネーション・緊張と弛緩・持続時間と休止・強度・周波数)と身体の動き

の特徴的要素(速さ・継続時間・リズム・聞を示す時間、運動を行うためのカの

強度、空間、緊張と弛緩〉を分析し、問者に共通する要素に基づいて「身体リズ

ム運動Jが考え出された。学習者の意識を、調音器官だけではなく、身体の動き

に向けさせて、正しい発音を誘導するのはVT法の狙いである (32p.)。動きを

/レドノレフ・ラパンの方法、即ち三つの要素に分け、表2のように分析している。

震力 空間 時間 運動の伊!

強 直接 打つ:片手で机をはたく

強 在接 関 押す:両手で重い荷車会押す

~~ 直接 急 つつく:ワープロのキ…を軽やかに叩く

51~ 寵接 開 滑る;スケートで氷上を亘線的に、滑る

5虫 間接 急 むち打つ:すくい上げるような形で鞭を打つ

5虫 間接 間 絞る:雑巾を両手で掴く絞る

5喜 間接 弾く:手に水を付けて振り払う

毒事 間接 間 浮く:浮き袋が波間をように動く

表 ノレドノレフ・ラパンの8つのエブオート(W身体運動の習得J第2版 白水社1985)
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例えば、重力が強く直接的で急な動きは「打つJ動作に当たり、音声的に同

じような要素を持つ[けの音、 「タJ • rテJ • rトJの音の誘導に使用さ

れており(小杯、木村 2002)、下降イントネーションの指導では手を開き斜

め下の方へ伸ばす、また上昇イントネーションの指導では、手を開き斜め上の

方へ伸ばすという動きが有効であると述べている(岩村、1990)。

クロード・ロベノレシュ (1985)では、身振りはイントネーション及びリズム指

導に役立っていることが分かっている。口ベノレシュは特に英語の単音の指導に

用いる手、腕、指の動きはフィンガー・アクションと呼ぶこともある。ブインガ

ー・アクションには、次のような効果が期待される。

L 緊張を調音器官だけでなく、体全体で感じさせる。

2.単音の持続時間、手の動きによって調節できる

3.調音方法を部分的に手の動きによって視覚化できる。

ロベルシュは、議接音 rf Jの動きとして、学習者に摩擦音の要素を肌で感じ

とらせ、それを視覚化し、さらに持続時間も腕の動きでとコントロールできるとし

ている。なお、ブインガーアクションとしサ表現は、現在、告本語教育の分野で

は見られない。

③わらべうたジズム

ペタノレ・グベりナ (1981)はよリズム、ハ一号ニー イントネーシ沼ンがたく

さんある歌によって、リズムがもっと強調され、又体ももっとリズムよく動くの

で、歌は発音の獲得の助けになるJと述べている。

筆者は教師という経験を通して、歌は文化の一部であり、そして遊戯性のある

歌を授業に取り入れることにより、単調で退屈になりがちな発音の授業が楽し

くなり、学習者の学習意欲も高まったと実感している。
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音声指導の一方法として歌を利用することが知られているが、特に、わらべ

歌は最も広く用いられている。しかし、歌(わらべ歌を含む)は、実際の音声

言語を必ずしも反映したものではない。そこで、考えだされたのが「わらべう

たリズムj である。 rわらべうたジズムJには、普から歌い継がれてきた「伝

承わらべうたj を音声指導用に応用したものと、 f伝承わらべうたj では補い

きれない音声要素を最適なリズムに乗せて作成する f創作わらべうたj との2

種類がある。

わらべうたには、本来、話し言葉のリズム・イントネーション・音素・音声

上の緊張性・関・時間・強さ等の音声要素が含まれている。また同じリズムを

規則的に繰り返すパターンが多い、聞き取り、記憶が容易で、、遊戯性があり動

きを停ったものが多いなどと木村 (2002)がその特徴を挙げている。

クロード・ロベルシュ (1985)は、「わらべうたはリズム及びイントネーシ器

ンを身につけさせるため、基礎教材と考えている。しかし単音の指導にも使用で

きるが、その音を多く含むわらべ歌を従来あるものから捜し出すことは必ずし

も容易ではない。また、たとえそのようなものが見つかっても、現代英語文法か

ら逸脱するものも少なくない。又歌のリズム及びイントネーシ設ンが実際の言

葉とは違うものもある。このような問題を解決するために、伝統的なわらべうた

以外にも創作わらべうたを作成する必要がある。

VT法では、わらべうた験リズムをより効果的なものにするために、正しい音

声を的確に導くことのできる最適な身振りを併用するのが一般的である。アク

セントのストレスやピッチを感じさせるための動作、イ臨別の単音の緊張度を感

じさせるための動作などを併用して、リズミカノレに唱えるのである。
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④電子音響フィルター (SUVAG)

SUVAG(Systeme Universel 正AuditionGuberina)というのは、言調聴覚論の

理論に基づき製作された音声聴取訓練用機器で、多種多様なフィルターを備え、

必要な周波数帯域を選択したり、低域帯域や高域帯域をカットしたりすること

ができる電子機器である。低域周波数帯域を用いてリズム・イントネーションの

正しい聴取や、最適周波数を強調するということで、聞き慣れない外国語の正し

い音声聴取に役立てている。一人一人の学習者の問題に応じて個別指導ができ

る点も際立つた特徴である。

⑤情緒性を用いた方法

クロード・ロベルシュ (1985)によれば、「情緒性を用いた方法というのは、

言語を単に情報伝達のための記号連鎖としてとらえずに、人間の主観的な感情

表出の手段として捉えなければならなしリまた、「このような学習環境を作るに

は次の 2つの条件を設定しなければならなしリとして、次のような例をあげて

いる。

1.機械的な発音練習ではなく、具体的な状況を設定し、そこで行われる会話を

通じて発音練習をする。

2.感情を込めやすいような話の内容を設定する。例えば、日本人英語学習者に

[keyJ、[meanJの母音を日本語の「イー」ではなく、緊張度の高い[i: ]として発

音させるために、情緒イントネーションを用いて、次のような会話を練習させ

る:夫(必死になって、カギを捜しながら): 1 lost my key! 

妻(し、らいらして): What do you mean? 

また、木村 (2001)で、は情諸性を伴ったイントネーションは、聴覚的にも心理

的にも学習者の注意力を助長するため、促音と長音の発音指導には適している
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と次のような情諾性を伴った文章を例として挙げている。強調表現では促音化

や長音化が起きやすいので、この現象を利用したものと言える。

-促音の強調:

・長音の強調

⑤隣接音

わあ、うっそう!すっごおい!

おばあーさん!わ・す・れ・も・の!

どうも、どうも、すみません。

「各音は憐接音に影響される」とむ寸現象は、 VT法の発音指導のテクニック

として応用されている。木村 (2001)は、日本語教育と英語教育への応用として

例をあげ次のように解説している。「民本語学習者で「ラj行を r1 Jで代用す

る場合、日本語の「ラj行音に調音点が近く緊張度の高いド][d]を含む擬態

語「たらたらJrだらだらj のような単語を用いて練習する。鼻音と摩擦音は長

母音化を助長する作用があるので、「もう少々JrまあまあJのような雷葉を使い

練習する。 [uJが日本語の非円唇母音[ω]になる英語学習者に対しては、問唇音

と長母音 ru: Jを組み合わせた[問。onJ、[poolJ、[boots]などの単語を用いて練

習させるj としている。

⑦変形発音

木村 (2001)によれば、変形発音は「誤った発音にかけている音声要素安誇張

して正しい発音を引き出すjとしづ考え方に基づいたテクニックである。例えば、

半狭母音[e]を狭母音[iJで発音してしまう場合、広母音[aJに近い音に変形して、

半狭母音の発音へ導くとし、 fおみやげjを「おみやぎjと発音する学習者には、

「おみやがJのような関口度の大きい母音に置き換えて目標昔「げjに近づけて

いくとしている。
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③ささやき声

木村 (2001)では、緊張した音を弛緩させる方法として、ささやき芦をあげて

いる。日本語「シ」の子音は無声歯茎硬口蓋 [G]であるが、学習者が[si]と発音す

る場合は、小さい声で「しいっ!し・ず・か・に」としづ言い方で矯正するとい

いと述べている。これはささやくことで発音が弛緩するという考えである。

4. 3.緊張

緊張(緊張性)はユギ・ゴスポドネティッチにより提案された概念、であり、 VT

法に於いては、発音矯正・指導の基盤となっている。

グベりナ (1979 14p.)は緊張の定義を次のように記述している。「言調聴覚

論に従いますと、緊張というのは、括抗し合う (agonist-antagonist)筋肉組織

の言語音産出 (productionof speech sounds)への影響として定義されます。

正常な話者においては、サーボ機構の要因(運動感覚・聴覚・自己摂受体に関す

るもの)を媒介として相互に刺激し合う条件反射として考えられるべきもので

す」。

小杯、木村 (2002)では更に、緊張の概念について、そして日本語の単音、プ

ロソディに於ける緊張度の分布(図 1，2参照)について次のように述べている。

rVT法に於いて、緊張とは調音活動に伴う調音器官の筋肉の緊張、すなわち主

動筋と括抗筋の合成運動により作りだされる生理的緊張である」と、また、緊張

を知覚する調音器官を 2つに分け、「一つは調音に関わっている軟口蓋前方(舌、

顎の筋肉、唇)、もう一つは発声、音質に関与している軟口蓋後方(喉頭)であ

る」としている。

このように、緊張は、単音とプロソディが言語音の要素として相互に関与し合

う過程で、直接介入し、言語音を完成された構造体へと作り上げる役割を担って

いると言えるであろう。
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緊張 弛緩

子音 半母音 母音

無声閉鎖音 ヤ行、ワ 鼻母音

有声閉鎖音 口母音

無声破擦音 狭母音

有声破擦音 半狭母音

無声摩擦音 半広母音

有声摩擦音 二重母音

鼻音

流音

弛緩 母音、子音の緊張度(ロベルシュ、木村 1990)

緊張 弛緩

音節レベル 音節のはじめ 音節の終わり

閉鎖音 開音節

語レベル アクセントがある音節 無アクセントの音

文レベル 上昇イントネーションの頂点 節 下降

イントネーション

速度 の最下点

速い

声 遅い

大きい

小さし、

緊張、弛緩の分布(ロベルシュ、木村 1990)

従って、学習者の発する音声を緊張過多、緊張不足としてとらえ、緊張度を調

整することにより発音矯正・指導を行うとしている。

本研究の主な研究対象である「長母音の短母音化jは、ロベルシュ、木村 1990

によれば「緊張が持続しなしリ、すなわち緊張不足が原因だと考えられる。

5章実験授業における発音指導

5. 1. 実験授業と VT法
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3輩では、実験教育を通して、グノレジア誇を母語とする日本語学習者の長音・

掲長音の知覚・生成における問題点を明らかにした。本稿では、更にこの問題点

を解決する発音指導法について考えた。

グベヲナ(1981)は、臨界期 (11歳-..，12歳)を超えた子供の脳、大人の脳は自

然に言語獲得ができないと述べており、円法による母語干渉を排除して適切な

発音を誘導する指導法を提唱している。更に筆者は大人の脳は子供より分析的

であることを利用し、 VT法による教育と理論教育を組み合わせて行う事を試み

た。 VT法には全f本構造という考え方があり、局部を分析的に指導するのではな

く、全体性という一つのまとまりとして扱うことが、正しい音声の獲得に繋がる

としている。筆者の提案する感覚機能を活用した教育法と日本語音声の特徴を

理論的に解説する教育法を組み合わせることは、大人を対象者とした発音指導

では、音声学習へのモチベーシ沼ンが上がり、必ずしも矛盾するものではないと

考えている。

本論文の実験授業では、 VT法の指導技術、即ち身体リズム運動、歌、創作わ

らべ歌、ロガトム(注3)を使用した。その理由は、上記の指導技術で行われる

授業のコースを観察したことがあり、それが効果的であると感乙たためである。

また、筆者が日本語教師の研修期間中に経験した、拍感覚を身に付けるために指

で拍数を数える方法なども活用してみた。

司法は，音声智得を言語の全棒構造としづ枠組みで捉える視点を持つ点でユ

ニークな音声指導法である。すなわち、リズム・イントネ…ションと単音泣有機

的に関bり合い生成を実現していると主張している点である。今回の教育実験

の目標は、身体リズム運動により目標項目の音声を体感させるとともに、わらべ

歌などを用いて日本語のリズム感覚を養う事で、あった。また、学習者の誤用を緊

張の観点から分析し、学習者に各音の緊張度をフィードパックさせることであ
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った。

3輩で明らかにしたように長音の誤用に母語干渉によるアクセント、破裂音、

撤音等の誤用が関わっている。又、小熊 (2000c)を参考にすると、長音だけに

注意を向けさせると、母語にはない f長音jとしづ概念を留意しすぎて「短音j

の持続時間の短さに対する注意力が低下する可能性がある。そのため、特殊拍、

拍の等時性といった拍感覚、典型的な誤りがみられる発音などの指導を併せて

行った。

5. 2.実験教育概要

長音が短音化しやすいとしづ初級学生に見られる誤りを矯正するために、 VT

法の考え方に基づいた教授法を実験教育において試した。対象は自由大学の l年

生で、 10人のうち 5人を指導群に、残り 5人を非指導群に分け、指導前と指導

後の両方において長音調査を行った。指導グ、ノレープで、は行法による長音、リズ、

ムの指導を 1か月半にわた号、避に1問、各国 1時間ほどの頻度で、行った。全部

で6回の指導となったが、各自の指導内容は次の通りである。

l回目:拍の概念の導入、長母音の導入練習 1

2回目:アクセントの導入と練習、長母音の練習 2

3西宮:長母音の練習 3

4回目:促音の練習

5回目:接音の練習、長音の練習 4

6回目.，震え音(し、わゆる巻き舌) [r ]の矯正、

グルジア語の放出音と日本語の閉鎖音の弁別
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5. 3.実験教育に於ける教材

1. 日本語音声とグノレジア詩音声に関する対照研究が行われていないため、 2

語の音声的相違点についてシートを作成し、学習者に配布した。

2.調音点や調音方法のみを教示するだけで辻、正しい発音に導くのは顕難であ

る。そこで VT法のテクニック、具体的には、ロガトム、創作わらべ歌、歌、

身体リズム運動を用い教材作成を行った。

3.現在、 VT法の考え方に基づく音声付き教科書は作成されていない。そこで、

口ガトム及び拾ジズムトレ…ニング等を載せている「やさしい日本語発音トレ

ーニングj の音声及び練習文の一部を使用した。

5. 4.畏母音と誤用

教師用の日本語教育ノ¥ンドパック (1989)では、長(母〉音は(短)母音 1拍と、

それと問じ母音の引く音(1拍)とを組み合わせ2拍になるものである。また、実

験データからすると 2拍分の長さは絶対笹ではないが、日本語教育では 2拾分

の長さ、すなわち、 2拍自を 1拍自の母音と同じ関音で発音するよう指導する必

要があるとしている。これは、物理的な絶対値の 2拍分ということではなく、 2

拍分の長さを相対的な長さとして捉え指導するという意味であろう。

グルジア語には長母音はないが、「イエス・ノ…」の質問形式において二次的

長音化が現れ、上下ピッチで文末の単語の最終母音が長くなる (B.G‘Hewitt)。

しかし、このニ次長音化は意味弁男IJ機能がなく、書記法としても現れないため、

短母音であったり 長母音で、あったり 非常に唆昧(不規則)である。また、同

じ母音が連続する場合、公式の場における丁寧な話し方では、一つ一つ別々に調

音し、普段の発穏では二番目の母音を省くことが多い。長母音とし寸概念iがグノレ

ジア語にはないため、正しく聴き取ることは盟難であり、また母音を長く伸ばす
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ために調音が緊張不足になり、母音を長く発音することができない。

本研究は、聴解調査及び生成調査を行い、グノレジア人日本語学習者の長音聴

取・生成にどのような照題があるのかを明らかにすることで、あった。調査の結果、

長音の拍の増加、拍の減少、拍の交替など多くの誤用が見られたが、小熊 (2008)

が超上級でも拍の減少が恕こるとする研究に関しでも、本研究の対象とし、発音

指導・矯正を行ったむ

聴取で難しかった}I擦は長音語中、語末、諾顕であり、長音部のピッチは「低低

型jで、あった。生成では語末に、次に語頭に関違いが多かく見られたが、その理

由としてグ〉レジア轄の放出音が影響していると考えられる (3章を参照)。

5. 5.長母音の指導

教師用のハンドパック (1981)に長音指導に関して以下の 3つのポイントが載

っている。

1.学習者には長音は 2拍であり、また単語の意味弁別 (f恋JfこいJとf好意j

fこういJ)に関わっているということを伝える必要があるc

2.教科書で扱うローマ字表記に注意する必要性について書かれているc ローマ

字表記の教科書で、は母音を二つ続けて書く。口}マ学の“aa，ii，m，ehoo"

の発音は[aa，i I，担， ee， 00 ]ではなく、 [a: ， I: ，聖:， e:，o:]であ

ることを教育するように述べている。これは、音節をそれぞれ広切って発音す

るのではなく、問じ母音を 2拍分連続させて発音するという意味であろう。教

育現場では、上記の説明では少々分かりにくいのではないだろうか。また、ロ

ーマ字、仮名表記と発音のずれを指揖し、学習者にきちんと長母音で発音する

習慣をつけることが必要で、あると述べている。

3.金田一春彦の有名な例、 f盟親jと「砂糖屋jの違い、つまり、前者は「さと÷お
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やJ[sato?oja]で、/+/は意味の切れ間を表し、後者は長母音が含まれており、

そして fsato:yaJ となる事を伝える必要性があると帯かれている。

木村 (1990)は長音の関連いをニつに分け、短母音になる誤用と 2拍自の母音

が半母音か別の母音になる誤用を取り上げている。

例:せんせい→ [sensei]

せいと→ [seitoJ

こうひい→ [kowhij]

ょうふく→ [jowfukuJ

どうぞ→[dowzow]

(クロード・口ベノレシュ、木村1990)ではVT法による指導法が挙げられてお

り、リズム全体に関わる長音の習得、そして、長音と問時にリズム学習を徹底さ

せることの必要性を強調し、次のような指導方法、練習方法を紹介している。

1.長母音の聴取・生成を助長する音環境および、それに適したプロソディーを

選ぶ。具体的には、母音の長音化を助長する摩擦音[sJ[心および有声鼻音[mJ

[n]と組み合わせると共に、上昇イントネ…ションに乗せて練習すると効果的

である。強い緊張度の高い [pJ[t] [k]のような無声破裂音の後では、続く母

音の長音時間が短くなるため、練習当初に提示する音環境としては不適切で、

ある。

2.身振りを用いる指導方法。長音を出しやすい[m][s]を含む口ガトム fγーj

fサーjで身ぶりを使い練習をする。手の動きは直線的でゆっくりしたものが

適しており、具体的には、まず、両手または片手は胸の前に位置させ、「マーJ

または rサーJと発音しながら、手を右に伸ばしてして。なお、単語の中に長

音が二つある場合、反対部に両手を伸ばすとしている。

58 



図 1 長音の身振り(木村 1990)

3. わらべ歌リズムを活用する方法。長母音は2拍を成している。そこで、 2拍

の長さをリズムの中に取り入れて、長母音の発声を促す 2分音符リズムパタ

ーンで以下のロガトムを作る。

例(木村政康 1990): 

マーマーマーミーマーモーマームー

サーサースースーセーセー ソーソー

長音の身ぶりは、上記のロガトムに従って最初の「マーJで右手を右に、次の

「マーJで、左手を左にゆったり流すとしている。

また、 マーマーママモーマーモー

サーサーササソーサーソー

のようにして、長母音の位置が違うロガトムを混在させて、ステップアップさ

せるといいのではないか。

次に「マーマーJと同じリズムパターンを持つ単語を用いて、以下のようなわ

らを作成し、最後は文章の練習に移行させる。

例 1:・ターター モーター

・キョーキョー とうきょう

・とうとう ふうとう

ヒーヒー コーヒー
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例2:・ずいぶん 大きいモーターですね。

-すみません、ふうとう じゅうまいください。

最後にいろいろなリズムパターンの単語で、発音練習し、文章へ移行する。

例:きのう きょうと、いいね えいご、ちいさい

例:きのう、きょうとへしゆっちょうするように、いわれたんだ。

4.状況、文脈を考慮する。

情緒性に富んだ分を用いることで、学習者の注意が増すという方法である。

以下に紹介する木村 (1990)の例は、強調表現を用いて長音化を促すというも

ので¥簡単な解説を加えることにする。

例文:高齢者が持ち物を置き忘れてその場所を離れると、それに気づいた

人が芦をかけるとむ1う設定である。

① おばあ…さん、わすれもの!

② おやまあ一、わたしとしたことが。

③ どうーも、すみません。

①は、少し離れた場所から忘れ物に気づいた人が、お年寄りに声をかける場面

である。ゆっくり大きな芦で fおばあさんJの長音部をより長く発音して長

母音を際立たせるという考えである。

②は、お年寄りがゆっくり話す傾向を利用したもので、 fおやまあJの長音部

をより長く発音して長母音を際立たせている。

③は、お礼の言葉がゆっくり丁寧に発音される傾向を利用したもので、 fどう

もj の長音部をさらに長く発音して、長母音を際立たせている。

吏に、木村(1990)は、拍感覚を身につけさせるために「タクトを援るjような

身援りを紹介している(図 2)。基本的には等時拾のジズム指導に活用されてい

るが、筆者は長音のわらべうたにも上記の身振りが有効であると考え指導に使
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用した。動きは次の手順で行うとしている。1.で右手を体の前に下ろし、 2.で右

側に下ろす。まず 1拍ずつ区切って発音し、続いて 2拍ごとに発音していく。最

後は実際の話し方のリズムに近付けて 4拍ずつ区切って発音する。

図2 タクトを振る動き(木村、小坪 1990)

5. 5. 1.長母音の指導内容

長音の指導は4回行ったが、その内容について解説したい。

l回目長母音指導(付録5)

長母音及び特殊拍、拍等に関する理論的な説明をしてから練習に入った。

拍感覚を習得させるための練習(特殊拍を中心に)である。

練習 1: 

長音の緊張度を身体を通して体感させることが習得の早道と考え、ロガトム

「マーJで長音の身振りを併用して指導した。木村 (1990)が提示している動きは、

2.身振りによる指導法の通りであるが、右と左にそれぞれ手を伸ばす身振りは、

教室が狭い場合、隣同士の学習者に腕が当たるため、左手及び右手を前(余裕が

ある場合は斜め前)に出すように指導した(図 3)。
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図3 長母音の身振り

練習 2: 

ソノリティーが高くて、声を伸ばしやすい「マ行J、「ナ行」のロガトム(木村

1990)で長音を際立たせ、リズムに合わせ繰り返し練習を行った。

練習 3: 

違ったアクセント型および特殊拍のロガトムで練習を行った。

例:

j下 P ρ P ← 高い音

P P P P ← 低い音

タ タ タ タ タ タ タ タ

タ タ タ タ

タ ン タ ン タ ン タ ン

タ ツ タ ツ タ ツ タ ツ

日本語のアクセントは、高から低、低から高という 2つのピッチか

らなることは、視覚・聴覚を通して確認、練習を行った。

練習 4-..，練習 8:

練習 4から練習 8までは、日本語の拍の等時性を実感させるために、特殊拍を

含む単語と特殊拍を含まない単語の聞き取り練習を行い、その後で指折り数え

ながら発話してもらった。徐々に単語の拍数を増やして練習を行った。

練習 9:

拍を数えるため、ゆっくりした発話を自然な発話に戻すためにスピードアッ

プして練習をさせた。
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2回目長母音指導(付録的

練習 1: 

学習者が頻繁に誤用する長母音の伸ばし方を説明し、発音させた。

練習 2: 

ま子、以下のような長母音のためのロガトムを提示し、

タータタ タータタ タータタタ000

タ…タタ タタタタ タータタタ000

長母音の身ぶりに乗せて練習を行った。なお、ロガトムは、聴解で誤答率が低

かった語頭位置のものを用いた(木村 199針。次に、拍感覚を養うための fタク

トを援るJ身振り(図 2)を用いて、 1拍、 2拍、 4拍リズムでの)1撲で練習させた。

練習 3: 

語頭長母音の創作わらべ歌(具体例)(木村 1998)で練習をさせた。上記のよ

うに、長母音の身援り(図 3)及び拍感覚を付けさせるための身援り(図 2)を用い

て、 3段諸に分け(1拍、 2拍、 4拍)諌習を行った。指導項目のfもうすぐん「し

ょうがつ」は、ソノリティーが高い。「マ行j及び摩擦音 fサ行j との組み合わせ

であるため、聴取・生成は容易であった。

練習 4:

練習 3と同様のリズムパタ…ンの創作わらべうた(木村 1998)

おおきなおおきな きょうしつに

きょうかしょ わすれた きょうしつに

で、練習を行った。指導項目は、話頭長母音及び揚長母音が合まれる単語「おお

なJ、「きょうしつJ、「きょうかしょJであった。

練習 5: 

8拍・ 5拍のリズムで作られた児童の歌[お正月j を聞かせ、その後、一緒に

歌ってもらった。[お正月 j には語頭・籍中・語末位置の長音を含む単語とし

て、「もう j が2回、「おしょうがつJがG図、「あそびましょうJが2屈と計
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10回含まれている。中でも、聴取が一番難しかった語中揚長音のある単語「お

しょうがつJは8因縁り返されており、また、 G問自が最後の文節であり、

しいま幼長音定着に繋がっていると考えられる。

練習 6:

長母音と藍音、劫音と揚長母音を弁別させるために、 2拍籍および4拍語の組

み合わせで構成され(具体例を入れる)、不規出リズムからなる口ガトムを用い

て練習を行った。

練習 7: 

最後に、不規則なリズムが混ざり合った会話文の開き取り練習を行った。会話

文には、語頭に長母音のある語が 4語、語末に長母音のある語が 2語、語頭に揚

長母音のある誇が 1語含まれている。また、聴取が密難であった長音部のピッ

チが?低低型」の長母音の詩は 2語あった。会話文の聴取練習の後に、長母音を

含む語の書き取り練習を行った。

3回目長母音指導(付録7)

練警 1: 

聴取が最も困難で、あった語中の畏母音の口ガトムを導入し、身ぶりを併用し

ながら 4拍リズムで練習した。身振りは図 2に従い、 1拍、 2始、 4拾のJI震でリ

ズムをとらせた。

練習 2: 

上記のロガトムと開様のリズムの創作わらべ歌で練習を行った。指導項目は

fきこうJ、fレコードJ、「し、もうとJであり長音部のピッチはそれぞれ「高低J

「高低Jr高高」で、あった。長音の身援りで、練習行ってから、拾の等時性のため

の「タクトを援るJ身振りで練習を行った。

64 



練習 3: 

籍中長母音のロガトムで練習を行った。指導項目は「どょうびJ、fのろうj、

「じどうしゃj で、あった。長背部のピッチはどれも「高低型Jであった。

線習 4:

グノレジア語で、は常に器禁にアクセントが置かれるが、その干渉を避けるため

に、視覚を通してピッチを確認させた。語頭のピッチが低い場合、長母音が 2つ

ある語を用いて高低の上がり下がりを諌習した。声の上げ下げが特に難しかっ

た学習者に長母音の身ぶり(図 3)を使い練習した。

練習 5: 

前回、教えた歌「お正月 j をリズムに注意させながら歌ってもらった。

練習 6: 

4回目長音指導(付議8)

練習 1: 

ロガトムを用いて生成・聴取が難しかった語末長母音の練習を行った。長母音

の身ぶりを導入し 4拍リズムをとった。拍感覚を養うための身振り〈図 2)は、 1

拍、 2拍、 4拍ひとまとまりでリズムをとらせた。

練習 2:

4拍リズムの創作まつらべ歌を用いて練習することにし、長音の身振りを併用

して発音練習を行い、その後で、拍リズムを強調する身振り(図 2)を使用した。

指導項目は「タクシーム「とめようJ、「やめよう jで、それぞれの長母音のピッ

チは「低低J，i高低J、r高低j で、あった。

練習 3:

創作わらべ歌を用い語末長母音の練習を行ったが、指導項目は fはなそうJ、
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fただ、ししリ、「ぶんぼう j、fっかおうねjであり、長音のピッチは「高低J、「高

低」、「低低J、f高低Jであった。

練習4:

「お正月Jを1白歌い復習とした。

練習 5: 

劫長母音の発音に問題がある学習者に対処する意味で、劫長母音が4回繰り返

されている f蝶々Jという 4拍リズムのわらべ歌を導入した。

練習 6: 

CDを聞きながら、長音・促音・擦音を含む単語の拍数を数える練習を行っ

た。長母音のピッチで聴取に最も困難を伴ったf低低jを含む単語が 5つあり、

長母音のための身振りに合わせて発音練留を行った。

練習 7: 

聴解が難しかった語中に母長音のある単語を 3誇(最も鴎難な f低抵型jの

2誇を含む)含む会話の聞き取り練習を、具体的には、それら 3諮を聴き取り、

書き取る練習を行った。その後全員に読んで、もらった。

5. 6.促音

本稿では、長母音の聴取・生成に関して論を進めているため、実験授業で表出

した、長母音以外の音声上の問題点に関しては、長母音の聴取・生成に影響を与

えているという観点から簡単に解説してし、く。

ひらがなの小さい“つ"で表わされる促音は、音声学では“Q"を用い、そー

ラーつ分の長さを表し、“きって"は [kiQte] となるが、一般的には [kitte]

と使われている。語頭以外の位置で、母音のあと、無声子音の前にあらわれるが、

強調した苦い方 (iアッj、fすゥごく Jなど)及び外来語の場合は語頭にも現れ
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る。語中にあって次の音節のはじめの子音と同じ調音の構えで中止的破裂また

は摩擦をなす(高橋 1998)。促音については、発音の仕方についての正確な知

識を与えることは重要で、ある。例えば「がっこう jを4拍ととらえることが一点、

もう一点は「っ」に空白があるのでなく、次の音の構えをしながら、つまりスタ

ンパイしながら 1拍分の長さをおくことである。単に音がないと解釈して、休止

を入れて「が こう j としたり、長母音を挿入して「が一こう j としたりする傾

向がある。

5. 6. 1. グルジア入学習者の促音の問題点

“Geminnation" (Vance、1987)の現象で、二重子音という呼び方もあるが、

音響的には休止である。英語でも、グルジア語でも語と語がまたがった場合(英

語の例:a whi te towel [wai t tauelJ)グルジア語の例:[am mtazeJ意味:こ

の山の上)や形態素の境界(グルジア語の例:[da-m-mal-aJ隠してくれた)では

二重子音化が起こることがあるが、促音とは異なり音が消えない。そのため、長

さにおいて単子音と二重子音の区別をすることは困難で、ある。グルジア語には

促音がないため、促音拍の正しい緊張度と一拍分の長さを聴き取れない。グルジ

ア人日本語学習者の具体的な誤りには次のようなものがある。

語実 正しい例 学習者の誤り

促音脱落 「にっこう J [nikko:J [nikoJ 

促音の挿入「こうこう J [ko:ko:J [kokkoJ 

促音の挿入、脱落のミスは、グルジア語を母語とする学習者の生成に関する音

声データが少ないため判断できないが、聴解テストでは挿入より脱落する例が

圧倒的に多かった。文、中級学習者の生成テストでは、促音及び長音を含む単語

も実験語棄に入れたが、このような単語に促音と長音の脱落が多く見られた。理
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由としては、緊張度の高い促音、緊張度の持続時間が長い長音が 1語に合まれる

ため、リズムが安定せず、緊張度のコントロ…ノレが難しくなるためだと考えられ

る。

5. 6. 2. VT法による促音の指導

発音指導には、わらべうたリズムと併用する身振りを用いたが、木村 (1990)

で解説している例を中心に話を進めていきたい。まず、リズム指導にあたっては

以下のロガトムを用いた。

o ._0 __0 _..0 _..0 _ 0 0 0 0 0 ノ、ノ¥ツノ¥ ノ、ノ、ツノ、 ノ、ノ、ツノ¥ノミ

.t .TQ.T .T .TQ.T .T .TQ.T.T 

イ足音に 1拍分の長さをとらえやすくするための「パパッパjの身ぶりは、両手

の指先を2回軽く打ち合わせ、「ッjで離し、じ勺で両手を打ち合わせる。「パ

ノミツパパj の最後の rパj は両手を前向きに開く。この動作を使用してみた。

国4 促背の身援り (木村、小坪 1990) 

次に問じリズムパターンの単語で、作，った f創作わらべうたj で練留を行う。

木村 (199む)の備は以下の通りである。

-こまった こまった こまったな

次に 2拍自が促音のロガトムで練習する。
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。。。
ノ¥ツノ¥ノ¥ ノ¥ツノ¥ノ¥ ノ、ツノ、ノ¥ ノ、ノ¥ノ、

.TQ.T.T .TQ.T.T .TQ.T.T.T .T.T.T 

次に同じリズムパターンで、作った文章を導入する。

最後にいろいろなリズムパターンに乗せた文章で促音を練習する 0

・さっさっさっと にわそうじ

また、木村 (1997)では、促音が出やすくなるためのもう一つの身ぶりとし

て「タタッタJrタッタタJのロガトムの場合「促音拍「タタッタJrタッタタJ

の「タッ」で手首を上へ強く曲げると同時に手のひらを素早く閉じ、次の拍「タ」

「タタJで、握った手を強く開く Jという以下のような身振りを紹介している。

図5 促音の身振り(木村1997)

また、木村 (1990)では単語及び文章を練習するための基本的な動きが紹介さ

れている。「促音拍で何かをつかむように手の平を素早く閉じ、次の拍で手を開

くJという動きである(図 6)

図6 促音の身振り(木村 1990)
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更に、外国人に特殊拍を教えるときに、拾の等時性を理解してもらうためには、

拍に合わせて、タクトを振るような動きを使う(木村1990 99p) 0 1拍から始め、

徐々に 2拍、 4拍のリズムで練習を進める。

5. 6. 3.促音の指導内容(付銭9)

促音に関する理論的な説明をしてから、練習に入った。

練習 1: 

「タタッタjの口ガトムで、練習を行った。 fタJ行は無声破裂音であるため、そ

の関に挟まれた促音も緊張が高くて際立っため、練習に適切である(木村1997)。

一度開いてもらってから、促音が3拍自のロガトムで促音の身振りを導入した。

円足音拍「タタッタJrタッタタJの「タッjで手首を上へ強く曲げると同時に

手のひらを素早く閉じ、次の拍 f夕日夕タjで握った手を強く開く j木村(1997)

(図的。全員で身振りを併用しながら発音する手順で2度棟習し、その後 l括、

2拾、 4拍の)1頂でジズムをとりながら発音してもらった。

練習2ー練習 3:

「タタッタJと同じリズムの単語で作られた創作わらべうたで練習を行った。

練習の手}棋は先ず促音の動きをしながら練習を行いその後、順番に 1拾、 2拍、

4拍のまとまりで、練習を行った。

練習4:

fタッタタJのロガトムを導入し練習を行った。促音の身振り及びタクトを援

るような身振りで練習をし

練習 5ー練習 6:

fタタッタj口ガトムと同じリズムで作られた創作わらべうたで、練習を行った。

練習の手j績は f練習 2練習 3Jと同様で、あった。指導項目には促音部が後続の摩

擦音として発音される「サ行jの単語 fさっそく j もあった。
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練習 7: 

促音のある単語を含む文章で練習を行った。イ足音の脱落が見られた学習者に、

促音の身振りを併用して練習させた。

練習 8: 

fお馬の親子Jという童謡を教えた。 4拍のリズムの練習ができたほか、授業に

遊戯性が入札学習意欲を高めることができたと考える。

この童謡は促音が5回繰り返されておち(いっしょに ぽっくり ぼっくり)、

又最後の行にも促音が入っているため、練習には適切したものであると考える。

促音部が摩擦音になる「サ行J、また無音になる fカ行Jの促音も入っている。

この歌を一回聞かせてから、みんなで促音の「手を握るj身振りをしながら、歌

い、その後、タクトを振るような動きで、 1拍、 2拍、 4拍のりズムで順番に練

習した。

5. 7.援音

発音は[はねる音]とも雷われ、「ンjで表わされ、 1拍である。 cv構造で

はないところから、特殊拍と雷われている。いつも母音に続くが、語頭には表れ

ない。一般の日本人にとってはーっと意識されているが、実際には、環境によっ

てさまざまな異音[n，m， jl， D， N，]で現れる。調音法は、 [nJでは舌が歯茎に

つくが、 [N、泊では舌を上につけないで、舌の後ろの方が口蓋垂に接するだけ

である。以下に異音を列記しておく。

1. [mJ:両騒音の [p，b，mJが来る時、 fンj は [mJになる。

例:散歩音符[omp!!lJ、 トンボ[tomboJ、運命[!ymme:J 

2. [nJ:歯(茎)音の[t ， d， ts， (dz)， tf， (d3) ， n， fJが来る時、「ンJは歯(茎

音の[nJになる。例:簡単[kantanJ、仙台 [sendai]、 半月 [hants昨日、
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缶詰[kandz!!lmeJ、番地 [bantJiJ、産児[sand3i]、案内[annai]、

人類 [d3inr!!li J。

3. [J1J:歯茎口蓋鼻音の[叫が来る時、「ン」は[J1]と同化をし、[J1]になる。

例:コンニャク[k0 J1J1ak!!lJ 

4. [oJ :軟口蓋音の[k，g， oJが来る時、「ン」は軟口蓋音[oJになる。

例:三回[saokaiJ 漫画 [maogaJ

5. [N]:口蓋垂鼻音であり、単独で、語末、文では文末にあわれる。口蓋垂と奥

舌を軽く接近させ、声を鼻に抜いて発せられる。例:案[aNJ、金[kiN]

6. [v]:次に母音 半母音が来る時 「ン」は同じか それに近い鼻母音になる

日常会話に限って起きる。ゆっくり発生する場合は[N]になることが多

い。例:善意 [dzeliJ [dzeN?iJ 

7. [s、J、Z-，3-J :次にサ・ザ行音が来る時、日常会話では「ンj は相当する

有声鼻音になることがある。例:先生 [sez-se:J 

5. 7. 1. グルジア入学習者の援音の問題点

援音の条件異音[n，m，ι0， Jは、学習者にとってあまり問題にならないよ

うである。しかしエスキモー語など限られた言語にしかない rNJは非日本語話

者には馴染みが薄く、聴き取り・生成に問題が生じやすい。例えば、ベン [peNJ

は [penJのように口蓋垂鼻音 rNJの代わりに[n]や [oJに置き換える傾向があ

る。

「ンj のあとに母音が続く場合、「ほんをJrれんあい」は「ほのJrれない」

となる誤用もみられる。リズムから見ると、 3拍→2拍、 4拍→3拍に変化して、

発音は上記のように [nJになる。

上記の 6，7は普通話速で砕けた会話で起こるので、特に、学習者にその特徴を
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教える必要はないと思われる。

今回の調査では、グ、ルジアの学習者にとって援音の異音[n童話， jl， 0，. N， ]の

中でも、 [jl，0， N、mJを正しく聴き取れないことが確認できた。長母音の聴取

調査では、特に rNJに問題が集中した。例えば、浪人は fろうにんJrろうにj

のように、カ…テンは「かわってjのように、値段表は「ねだぬよJのように聴

き取ることで、あった。生成の問題としては、グノレジア語の [nJで代用して発声

することである。 VT法(木村 1990)から見ると、グルジアの学習者の「ンJの

発音長緊張過多であり、弛緩する必要がある。

5. 7. 2. VT法による援音の指導

木村(1990)では、発音の誤用の原因は、学習者は rNJ在より緊張した「ンJで

代用することであるとし、この誤用を直すために次のような方法をあげている。

1 .音環境

単語で練習する場合、発音を弛緩させるために、語末に「ンjがあり、諮米で

アクセントピッチが下がる単語を選ぶこと文の場合は、上記の諮を文末に置く

とともに、下鋒イントネ…ションの文を選ぶことが指導の鍵となる。

2.身振り

f詩jを練習する場合は、「ワンJ、fオンjまたは fアン」と発しながら、南腕

を交差させ胸に当てる。そしてうなずくように頭を下げる。
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図7 媛音が語末にある時の身振り(木村 1990)

rNJ以外の全ての異音の練習では、「ン」と発音しながら手で水を軽くかく動き

をする。

図8 嬢音が語中にある時の身振り(木村 1990)

3.わらべうたリズム

援音のロガトムをゆっくりしたリズムに乗せ、次に語句や文に移る。上記の身

振りも合わせて使う。

4.状況、文脈

発音が弛緩するような状況を設定する。例「こーんなにたくさんどこで、かった

の?伊勢丹で、パーゲンがあってJ(木村1990)

5. 7. 3.援音の指導内容(付録 10)
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援音に関する理論的な説明をしてから、前項に示した方法 (1---4)を活用して線

習に入った。

練習 1: 

誤用の原因であるとみられる(木村 1990)rんjの緊張過多を弛緩させるため、

動きを使丸木村 (1990)では語中のすべての呉音、または援音が二つある場合

に用いられる身振りとして、次のようなものを紹介している。 rrンjと発音しな

がら手で水を軽くかく動作をする。

練習 2:

童謡 fシャボン玉jで¥ジズム習得を促し、学習意欲を高めた。この歌には援

音が 7回出てくること、最後の部分でも操り返されることで、教材として使用

できると考えた。リズムは 4拍をーまとまりにしたもので、実際の話し方のリ

ズムに近いと考えられる。

練習 3: 

創作わらべうたを導入した。日本語学習者には、問題のある呉音印]を合む fタ

タタンj のパターンで練習を行ったが、まず、緊張度を下げる意味で、 fンJを

発音する際に、 f両腕を交差させ胞に当てる。この時、うなずくように頭を下げ

る。J(木村 1990)身振りを合わせて行った。

練習4:

最後は、様々なリズムを合む文章を聞かせ発音してもらった。

5. 8. 日本語及びグルジア語のアクセント

グルジア語は弱し、強弱回定アクセントとされる (1.Tevdoradze 1978)。グソレジ

ア語ぬアクセントは弱いため、ある場所，更に、高低か強弱かについて、 l世紀

にもわたって論議が続く ( Aronson 1982)。グノレジアの著名な言語学者
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G.Akhvlediani" A.Chikobawa は弱し、強弱・固定アクセントであることを出張

してきた。それに対して、 Foghtはグノレジア諸にははっきりした強弱のアクセン

トも高低アクセントもないと述べている。アクセントの位置とその性質につい

て筆者は 1.Tevdoradze (1978)の意見に賛成であり、高低のアクセントの要素

は匡定ではなく、ブレ…ズの強識するところが変われば、その場所も変わるため、

フレーズのアクセントであると考える。弱い強弱アクセントの場所は、常に単語

の頭に来るが、 4音節語では最後から 2番目の音節、 5音節以上では最後から 3

番目の音節によち弱いアクセントが来る (1.Tevdoradze 1978)。アクセントがあ

る音節ではピッチも高い。グルジア誇のアクセントには意味弁別の機能はない。

一方、日本語は高低アクセントであるが、アクセントの控置に関わる単位は拾

である。名詞の場合、 1拍目と 2拍自は必ず高さが遣う。そして、一度抵くなっ

たら、再び高くなることはない。

日本語のアクセントには 2つの役割がある。一つは単語の意味区別、もう一

つは単語の切れ臼を表すことである。以下にその例を示す。

意味弁別の例:は1;は(橋)どこ。 ほし(箸)はどこ。

単語の境界を表す例:。

習うし苦した。 高いところ 2つあるので、 2語からなっている

もすτ冒した(申しました)。一つしかないので、 1諾である。
日本語のアクセント型は、 f頭高型j、「中高型J、f平板型j、「尾高型jの4種

類である。次に、各アクセント裂について簡単に触れることにする。

L 頭高型アクセント

頭高型アクセントというのは、最初の拾のみが高く、それに後続する拾がすべ

て俵い型である。例えば、・を高いピッチ、 Oを低いピッチとすると f・OJ、

f・OOJのようになる。
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2.中高型アクセント

中高型アクセントというのは、中の拍が高く、単語の最初と最後の拍が低い裂

である。例えば、 rO・OOJ，rO..OJ等である。
3.平板型アクセント

平抜裂アクセントというのは、単語の最初の拾のみが低く、後続する拍がすべ

て高い型である。即ち、下がり自がなくて平らである。例えば、 rO・J，rO・
.J等である。そして助詞が続いた時、助言奇も高くなる。
4.尾高恕アクセント

尾高型アクセントというのは、単語の最初の拾が低く、後続する拍を高く発音

するが、助読などが続いた場合には、助詞の部分が低くなる型である。例えば、

rO・j、rO..Jである。
5. 8. 1. アクセントの誤用及び発音指導

グノレジア語の弱し、強弱アクセントは、常に語頭に置かれており第1音節の緊

張が高い。そのため日本語のアクセントの聴取・生成に誤用を生じやすい。そこ

で、指導対象を、グルジア語話者にはなじみのない、 2拍自から最終始まで緊張

が続く平板製アクセントとした。

5. 8. 2.アクセントの指導内容(付録11)

学習者には、アクセントに関する理論的な説明をしてから練習に入った。

) 11口 (1990)を参考に、 2拍目から声を高く長く伸ばす発音を誘導するために、

「手を前に出し、そして腰の高さから胸まで上げて、そこからまっすぐ伸ばすJ

という平板型アクセントに適した身振りで練習を行った。
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図2 平桜型アクセントの身援り (JII日 1990)

練習 1: 

平板型の諮棄を聞かせてから(例:あかんぼう)、前述した平板型アクセント

ための身振りを指導した。全員一緒に平板型の身振りを使い単語をJI演番に発音

してもらった。

練習 2ー練習 3:

単語の発音練習をしてから、以下の 4拾リズムの創作わらべうた

アフジカ アメリカ メキシコは

だいじなおもいでアルバムだ。

をl回きかせてから、全員で l回ずつ複唱し、上記(図 9)の動きで緊張度の維

持を国った。

5. 9. 自本語とグルジア語の閉鎖音

(t.zubiashvili 2011)によると、日本語及び、グ、ノレジア語の閉鎖音の相違点は

次の 5点である。

1.グノレジア語の(あるいは、コーカサス語挟の雷諾)の破裂音誌対立するペア

を作らず、三つずつ並ぶ。三つ自の子音は、コーカサス語族の言語の特徴的な音

で、口控内呼気のみを稜い鯖音するいわゆる「放出音J(注 1)である。また、

広東語、タイ語、アノレメニア諾と同様 (CathfordJ. 1977)、グルジア語でも無
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気音、有気音の対立は弁別的であり言葉の意味の区別に関わっている。以下表 1

にグノレジア語の破裂音を示すO

両唇 歯音 軟口蓋音

無声有気破裂音 /k/ /t / /p/ 

無声無気放出音 /k‘/ /t‘/ /p‘/ 

有声破裂音 /g/ / d/ /b/ 

表1.グ、ルジア語の破裂音

2. 日本語の無声破裂音は、実際の発話においては無気音、有気音ともに実現さ

れることがあるが、単語の意味弁別の役割はない。日本語の破裂音は有声・無声

のぺアを作って、表 2のように並ぶ。

両唇 歯茎 軟口蓋

無声破裂音 p t k 

有声破裂音 b d g 

表 2. 日本語の破裂音

3. 日本語の無声音とグルジア語の無声有気破裂音及び放出音の調音点・調音

法は以下の通りである。

a) /k/、/p/の調音点・調音法

グルジア語も日本語も大きな違いはなく、帯気性の問題を除けば類似してい

る。

b) /t/の調音点・調音法

グルジア語では、フランス語、スペイン語と同様かなり前寄りで、舌先を上の
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前歯の裏及び歯茎に付けるが、日本語では舌尖が醤茎に接近する。佐久間 (1929)

は f日本語の/t/は調音時に、舌が平らなことを示し、それは舌の緊張が足りな

いからjだと述べている。

c)放出音の調音点・調音法

1 )放出音の関昔時に、 の閉鎖が行われる。

2)声門の閉鎖を開放し、咽頭を上にあげる際に、音が簡こえることが

ある(特に単音で発生する場合)

3)放出音は調音の面で、相当する有声音及び有芦帯気音より呼気が強い。

また、調昔日寺における閉鎖の範毘も広い。

4)破裂が行われた後に、次の音が始まるまでポーズが続く。

5)放出音に続く母音の緊張度が高い。

4. 日本語とグノレジア諮の無声破裂音の緊張度は以下のように異なっている。高

いJI援に並べると次のようになる。

グルジア語の無気無声放出音

グ、ノレジア諮の有気無声破裂音

日本語の無声破裂音

5.グルジア語と日本語を含む他言語の帯気性に関する特徴は、以下の通りであ

る。

①服部(1951)によれば語頭の/pt誌/は有気音だが、英語よりアスピレーシ

ョンが弱い。

②グ、ノレジア語の無声帯気音は、帯気性により英語およびドイツ語の

無声に比べ、よ列島 を伴って発せられる
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(Akhvlediani1936) 

上記の2つの研究成果をまとめると、グルジア語の無声破裂音の帯気性は日

本語よりずっと強い。英語も含めた帯気性は、グルジア詩→英語→自本語のJI頂で

減少する。

5. 9. 1. 日本語の fk、t，pJの指導

t.zubiashvili ( 2010、 2輩)で明らかになっているように、グルジア語話

者の学習者は、日本語の fk、七、引をグノレジア語の fk、，七、，p‘Jで代用

して発音している。破裂音は緊張度が最も高い音として分類されており、急な

緊張に急な弛緩が倖う。そのため破裂音は長音化されにくい音とされている

(木村1990)0 日本語の弘、 t、pJ より強い緊張で発生され、又ポーズを伴う

グノレジア語の fk‘， t、，p' Jは日本語のリズムを乱し、長母音化は日本語の

fk、七、 pJ よりも国難であることが予測できる。学習者には、グルジア語の

有気音の調音法は日本語の fk、t、pJに似ているが、呼気はグルジア語の

fk、七、 pJより少ないと説明した。 VT法のテクニックである f手を下におろ

し発音を弛緩させる」身振りを用いて、帯気性の強いグノレジア語の fk、七、

pJのアスピレーションを押さえるようにした。吏にアスピレーションを押さ

える調音法におけるポイントについても(クロード・口ベル、ンュ、 1985)を参

考にして下記のように説明した。

1. 日本語の fpJを調音する際、両唇会強く閉じない。

2. 日本語の ftJを諦音する際、舌先を歯茎に強く押しあてない。

3. S本語の fkJ を調音する際、後舌面を軟口蓋に強く押し当てる必

要がない。
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5. 9. 2. r九七、 pJの指導(付録 12)

学習者には、破裂音に関する理論的な説明をしてから、練習に入った。指導に

際しては、緊張を下げ、又アスピレーシ百ンを押さえるために、創作わらべうた

をささやき声 (4章参照)で発音してもらう方法を用いた。

5. 10. 日本語の弾き音/r/とグルジア諮の/r/

教師用ハンドブック(額際交流基金)によれば、外国人にとり問題となる日本

語のラ行子音は有芦の弾き音であるc前舌が若干反った形で、舌先を硬口蓋の方

へ曲げて芦を出し、そして舌先を歯茎に一度打ちつけて弾く。

グルジア語の/r/は強くない巻き舌である。多くの場合、諮頭は一回弾いて発

るが、籍中は l聞か2@J弾く (S.Jgenti 1965 )0 S‘Jgenti (1956)によれ

ば、中舌及び後舌がかなり凹んでいる。それは、舌の緊張度を高くし、危/のソ

ノリティ(注4)も増すむ

上記からみるとグノレジア語のた/は日本語の/r/より舌の緊張度が高く、又苛

が凹むため日本語の/r/より少し後ろ寄りである事が分かる。

5. 1 O. 1. rラ」行音の指導

ロベノレシュ、木村 (1990)では、音環境及び信人によっても異なる異音を持つ

「ラJ行の軽く歯茎を弾く異音 [_rJの指導について以下のように述べている O

L 聴き取り、発音に適した環境を選ぶ

調音点を前寄りにするために、「ラj行を「タJrダJ行音の前に置く 0

2.わらべうたリズムを用いる。

緊張度を下げるため、ロガトム、議音擬態語などを早いリズムに策

せ練留する。

82 



3.身援りを用いる。

基本的な身振りは、図 lむの通り f両手首を脱落させ、何かを払うように打ち

鵠から外側へ手の平を返すj である。

図 10 rラ行jの身援り(木村 1990)

4.状況・文脈を考慮する。

擬態語、擬音諮を使い、状況・文脈を際立たせる。

ーあめが、パラパラふってきた。それに、とおくでかみなりが ゴロゴ口 な

っていますね。

5. 1 O. 2. rラ行jの指導(付録13)

「ラ行j に関する理論的な説明をしてから、線習に入った。

練習い

ロベノレシ品、木村 (1990) を参考に、ラ行の指導を行った。調音点を

前寄ちにするために、「ラ行」の前に fダ行j音及び「タ行J音在置く。また、

緊張度を下げるため、 fラ行j背のための動き(密 10)を併用しながら発音して

もらった。 r両手首を脱落させ、何かを払うように打ち儲から外側へ手の平をか

えしながら発音する」という動きである。

練習 2:

早いリズムに乗せて、擬態語・擬音語を用いて練習を行った。
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練習 3: 

ロベルシュ、木村 (1990)では、 fラ行jの練習に適しているとする「てるて

る坊主j というわらべうたで、練習を行った。

6章誤用の改善率

6. 1.長母音・劫長母音の聴取誤用の改蕃率

指導グ、ループおよび非指導グ、ノレープにおいて聴取調査を lカ月半に 2回実施

したが、長母音・鋤長母音の諾中位置および長音部のピッチ別における誤用の傾

向および改善率は次の通りである。

表 12(指導グループの長母音)

母音・揚長母膏の位置および長音部のピッチ足立における誤用の傾向および改善率

〈槻)長母昔話中位鰹 アクセント型 長音部のアクセント 1回目誤容部 2回目i誤審率

語頭 頭高 高低 19 む

語頭 平板型 低高 15 l 

語中 頭高 抵砥 60 20 

中高 高低 36 む

語末 頭高 低低 76 12 

籍末 平家型 高高 22 2 

表 12のデータでは誤用の改善率を次のように計算した。例えば第1田誤答率

15弘、第2回誤審率1認の場合、 15弘を 100先に、 1揺をXとする。

15-100 X口 (100・1) : 15 = 6. 7 1 -X 

次にその差、つまり誤用の改善率を数える 100誠一6.7覧=幻.3見

以下、改善率を同様に計算する。
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表 13 指導グ、ループの 2回調査で現われた長母音の誤用の改善率

長母音語中位置 アクセント型 長音部のアクセント 誤用の改善率誕

語頭 頭高 高低 100 

語頭 平板型 低高 93.3 

語中 頭高 低低 66. 7 

語中 中高 高低 100 

語末 頭高 低低 84.2 I 

語末 平板型 高高

表 13を見て分かるように、語頭位置における長母音の聴き取りが容易である

(3章何々p.を参照)ことが、誤用の改善率からも伺える。(表 13 長母音語頭

100略、 93.3切)。

改善率の低い位置は、誤用の多い位置 (3章を参照)と一致している。それは

語中位置の長母音、長音部のピッチが「低低型J(66. 7切)、又語末位置の長母音、

長音部のピッチが「低低型J(84.2%) の場合である。

1カ月半に 2回行った指導グループの聴き取り調査の結果は以下の通りであ

る。

表 14 指導グ、ループの劫長母音

長母音語中位置 アクセント型 長音部のアクセント 1回目調査誤答率 2回目調査誤答率

語頭 頭高 高低 20 。
語頭 平板型 低高 30 5 

語中 頭高 低低 80 80 

語中 中高 高低 23 。
語末 頭高 低低 56 33 

語末 平板型 高高 35 8 
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表 15 指導グループの 2回調査で現われた長母音の誤揺の改善事

長母音語中位麓 アクセント型 長音部のアクセント 誤用の改善率覧

諮頭 頭高 高抵 80 

語頭 平坂嬰 低高 83.3 

語中 頭高 誕低 5 

中高 高低 77 

低低 41 

語末 平板型 77.2 
ーー....1.凶

指導グル…プにおける学習者の劫長母音の改善率は、長母音と関様の結果に

なった。即ち、聴き取りが容易で、あった語頭に劫長母音がある場合おいて改善率

も顕著で、最も高かった (8側、 83.3館。改善感が最も低い位置は、長母音と同

様、聴き取りが国難で、あった語中と語末の位置で (3章)、効長母音のピッチが

f低低裂j の場合で、あった(表 15 0話、計的。

次に、非指導グノレ…プにおける長母音の聴き取り調査結果を示す。

表 16 1カ月半に2田行った聴き敢り読査の結果

長母音時中控護 アクセント聖 長音部のアクセント 1回自調査誤解率 2回読査態答率

諾頭 頭高 高ftt 32 38 

路頭 平紙型 低高 27 25 

語中 顕高 {忌低 75 79 

語中 中高 高低 82 53 

語末 頭高 法低 55 72 

平板型 高高 22 34 
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表 17 誤用の改欝率〈マイナスは、改善されず誤用増加を意味する)

長母音語中位置 アクセント 長音部のアクセント 誤用の改蕃率覧

語頴 頭高 高抵 -18.7 

諦頭 平坂盟 低高 7.4 

話中 顕高 抵抵 -5.3 

語中 中高 高抵 35.4 

語末 践寓 低低 -31 

語末 平板控 高高 -54.5 

表 16、表 17を見ると、長母膏のどの位置でも誤用の増加がみられる。長音部

のピッチ「抵低型jの場合、話頭位置、語中位置、語末位置でも、誤用が増加し

ている。語末は、誤用増加率が最も高い位置である。

表 18 非指導グ、ノレープの措長時音

長母音時中往寵 アクセン 長音部のアクセント 1問調査誤答事 2回龍査誤答率

語頭 頭高 高低 40 60 

語頭 平板型 抵高 41 30 

籍中 頭高 器低 80 60 

語中 中高 高抵 37 35 

語末 頭高 低低 67 50 

詩宋 平板型 高高 43 26 

表 19 掲長母音の誤用改善率(マイナスは、誤用増加を意味する)

長音母語中位寵 アクセント 長音部のアクセント 誤用の改善率覧

語頭 頭高 高低 -50 

時頭 平薮型 低高 26.8 

語中 頭高 低低 25 

籍中 中高 高低 5.4 

語末 頭痛 器抵 25.4 

結束 平壌型 高高 39.5 

87 



指導グループの劫長母音の改善率は長母音より低かったが、非指導群は逆に

劫長母音に於いて改善が見られた。語頭・藤高の長母音の誤用が増加した (5鍬)

のに対して、ほかの位置では減少が見られた(表 19)。

6. 2.長母音・掲長母音生成における誤用の改善率

指導グループ及び非指導グループに対して行った長母音・劫長母音の読み上

げ調査では、次のような誤用の傾向及び誤用に対する改善率が見られたむ

1)指導グ、ループの長母音の誤用改普率について

表 20 2 [EJ行った長母音読み上げ調査の結果

長母音諾申位置 1由自棋答率% 2陸自誤解率覧

長母音語頭 14 

長母音語中 3 

長母昔話末 13 
，__ーーー

表 21 指導グノレ…プの長吾の誤用故普率

義母音語中位置 |誤用の改善率事

78.6 

長音母語中 I 100 

長母音語末 1 40 

3 

合

7.8 

1国自の調査では、結中位置及び語頭位置の長母音の誤用に対する改善率が

顕著であった(表21、語頭位置の長音の改善率78.師、話中位置の長音の改善率

100%)。この結果は、上記の音環境はもともと生成が容易で、あることから領ける

ものである。それに対して誤用が最も多かった語末位置の長音は、改静率も低か

った。
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表 22 2由行った揃長音の読み上げ調査の結果

劫長母音語中位壁 1回誤答率覧 2田誤答率覧

劫長母音語頭 8 。
助長母音籍中 ? G 

揚長母音語末 22 2 

表 23 指導グノレ…プの劫長昔誤用改善率

措長母音語中位置 誤用の改審率覧

劫長母音語頭 100 

掲長母膏諾中 100 

勧長母音語末 81| 

1回目の調査では、長母音と同様、誤用が比較的少なかった長母音語頭位置、

長音語中位置において、改善率が顕著(表 23、語頭位置の長音の改善率 10側、

語中位置の長音の改善率 100話)で、あった。誤用が比較的多かった劫長母音語末

位置では、改善率は比較的低くなった(表 23、81覧)。

2)非指導グループの長母音の誤用改善率について

表 24 長母音読み上げ調査の結果

長母膏語中位置 1回目誤答率 2由自誤答率覧

長母音語頭 18 15 

長母音語中 21. 4 14.2 

長母音語末 23.8 16.81 

表 25 非指導グノレ…プの長母音の誤用改善率

長母音諮中位置 誤用の改善率覧

義母音語頭 16. 7 

長母音語中 33.6 

長母音語末 29.4 

表から見ても誤答率と改善率との関連性(規則性)は見られなかった。語頭で
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は誤用が最も少なかったが、改善率は最も低く、誤答率が最も低い語末は改善率

が二番目に高かった(表 25)。

表26 2回行った劫長音の読み上げ調査の結果

劫長母音語中位置 第 1回誤答率 第2回誤答率先

劫長母音語頭 18 13 

劫長母音語中 22 6 

劫長母音語末 32 16 

表 27 非指導グループの劫長音誤用改善率

劫長母音語中位置 誤用の改善率先

劫長母音語頭 27.8 

劫長母音語中

劫長母音語末 下司

非指導群の長母音の誤用と同様、劫長母音の誤答率と改善率には関連性が見

られない。即ち誤用が最も少ない語頭(表26、18見)では改善率が最も低く(表

27、 27.8指)、二番目に誤答率が高い語中は改善率が最も高いとしづ結果になっ

た。

6. 3.長母音・劫長母音の聴取・生成における誤用の傾向

聴取においても、読み上げ調査においても、非指導グループで、は、指導グルー

プで見られた難しさと改善率とには相互関係、関連性が見られない。非指導グル

ープでも誤用が減る傾向はあるが、誤用の減少は語頭・語中・語末の位置とは無

関係、であり、偶然で、あると考えられる。(誤用が減少した理由は.意識化(非指

導グ、ノレープの学習者にも誤用を指摘した)2.戸田 1998で述べている 初級か

ら上級に向けて、誤用が自然に減少するとしづ現象であると考えられる。

指導グソレープで、は、聴取・生成が容易な部分は最大限に改善され、困難な部分
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は改善されにくい点が改めて確認された。すなわち聴取において語中および語

末のヒ。ッチが抵し、「低低型jは、砥い音が短く関こえるという学習者の生理的な

理由により聴取・生成が難しくなること、また、読み上げにおいて語末位置の長

母音生成が困難なのは、単語内のエネノレギーが語末で減少するという現象が関

係しているということが改めて確認できた。

6.4 聴取、読み上げ実験の平均誤用改善率

表 28 非指導群の聴解実験結果
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表 29 指導群の聴解実験結果

2長音誤答率 |撤長音誤答率

上記のデータによると、非指導群の長母音の間違いが減少しておらず、逆に若干

増えている。非指導群の劫長母音については間違いが 15覧減っている。

それに対し、指導群の長母音の聴解誤答率は 84%減少し、劫長母音の聴解誤答

率は47.5%減少した。

表 30 非指導群の読み上げ実験結果
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表 31 指導群の読み上げ実験結果
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上記のデ…タでは、非指導詳の長母音の関連いが 27気減ったのに対し、指導群

の長母音の間違いは 64%減少した。

また、非指導群の揚長母音が 51話減ったのに対し、指導群の揚長母音の間違い

は94.6覧減少した。

7章結論

7. 1.結論

本構では、グソレジア語を母語とする日本語初級・中級学習者の長母音の聴解・

生成における誤用の傾向を明らかにするための調査を行ったが、次のような事

が明らかになった。

7. 2.聴解調査の結果

1)表 1(3.9.1.長母音聴取調査の結果を参照)から分かるように、誤答率

は、初級・中級学習者共に、長度昔話中(低低・高低)、語末(低低 e高高)、語

頭(高低・抵高)のJI震に高かった。

2)長母音が一番難しいという結果が、長音部の末部の音が低い長母音語中(低

砥裂)・長母音語末(低低型)の場合に出た。長音部の末部の音が低い型が知覚

されにくいとし寸先行研究(皆JII(1995a)小熊 (2008))と問犠の結果になった。
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7. 3.生成調査の結果

1)初級日本語学習者の単語読み上げ実験の結果、長母音も揚長母音も語末位置

で、誤答率が最も高かった。中級では誤用が減り、持長母音は語末では初級と間接

誤容が多く、長母音は語頭と語末で誤用が最も多く、ほぽ同じになっている。

2)子音で緊張度が最も高い破裂音は急に弛緩するため、後続母音が適切な長さ

に伸びるのを妨げている。母語干渉の観点からすると、日本語の破裂音に比べ緊

張度の高いグノレジア諮の弘、ピp、J放出音が日本語学留者の長音・劫長音の生成

をある程度妨げていると考えられる。諾顕は緊張度が高いため、特に語頭の影響

が強いと考えられる。文、グ、ルジア語の弱い強弱アクセントも常に語頭に置かれ

ているため、放出音の影響を更に強めていると考えられる。

γ. 4.指導の効果

長母音だけに注意を向けさせると、逆効果になってしまう恐れがあると示し

ている研究(小熊 2000c)があったため、促音、長母音、援膏といったリズムの

習得に影響を与えると考えられるアクセント、破裂音等、典型的な誤用の指導と

合わせて長母音の指導を行った。

指導に際しては、指導項目に関する理論的な知識の意識化を行い、 VT法によ

る手法を中心に練習を行った。わらべ歌、ロガトム、身体リズム運動を用いて目

標音を際立たせ習得を促した。

指導群、非指導群に対して、指導前及び指導後行った穂、解・生成課査の結果、

指導群の誤用の改善率が顕著であることが分かった。

指導群の聴解における長母音の誤用が 84覧、揚長母音は47，5%減少した。非

指導群の長母音の聴、解における誤用は 2覧と若干増加し、劫長母音は 15覧減少し

た。指導群の生成における誤用は長母音ではG謀、劫長母音は96，錨減少した。
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それに対して、非指導群の長母音の誤用は27覧、劫長母音の誤用は 51覧減少した。

非指導群も誤用がある経度減少したが、その理由は1.長母音の意識化{筆者は

一国自の調査後、長母音の誤用を学習者に指摘した)、 2.自本語能力レベルが上

がると共に、発音に自然さが増すからであるc これは先行研究(戸田 1998)で

も指摘されている。

7. 5.終わりに

本論文では、グルジア語母語話者における日本語学習者の発皆上の問題につ

いて、その中でも、聴取及び生成に於おける長母音の誤りを中心に扱った。トピ

リシの 2大学の日本語初級学習者及び中級学習者に行った競査で、誤用の領向

が明らかになった。この調査結果に基づいて、長母音指導の実験教育を行い、誤

用の矯正に関してはVT法を活用して行った。そして、オーディオリンガルメソ

ッドによる発音指導を行うグループとして非指導群を設けて比較対照し、 VT法

の指導効果を検証した。

1カ月半の指導の後、同様の音声テストを実施したが、長音・揚長音の知覚、

生成ともにオーディオ・ジンガノレグループに比べて VT法グループの改普率が顕

著に上昇した事が明らかになった。

このように、グノレジア入学習者の場合も、音の長さ、長母音の溜得が菌難であ

り、特に語末の畏母音、そしてピッチの観点からすると「低低翠jが難じいとい

うことが分か号、言語の普遍的な特徴が改めて確認できた(皆)111997の5カ

語話者と伺様の結果)(3章を参照、)。又、官語の館別的な特質も現れた。グルジ

ア語話者の日本語学習における誤りのうちに、アクセント及び破裂音の母語干

渉に起因するものがあることが分かった。

聴解及び生成調査で現われた誤用に関しては、日本語とグ、ノレジア語の対照、分
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析を行い、 VT法に基づく実験授業を実施した結果、長音拾の問題が効果的に解

決されることが明らかになった。そこで実験授業で使用した手法に基づいて、グ

ノレジアの日本語教育機関にシラパスの作成を提苦したい。

本研究では、単語レベルで、の調査、指導を中心に行った。今後は、自然な発話

を分析し、その結果を基に、文レベルで、の指導方法を開発して行くことを今後の

課題としたい。

注釈

注 1:極娘法(下中邦彦、心理学事典、 1986)

東j激を連続的に変化する代わちに、わずかずつ段階的に変化する方法である。

例えば音の刺激闘の測定であれば、明らかに聞こえない刺激強度かち出発して、

一定のステップで少しずつ刺激強度をを強めていって、初めて「開こえるjと答

える音響度に透する上昇系列と、明らかに艶こえる刺激強度から出発して、少し

ずつ刺激度を弱めていって、初めて f関こえなしリ反応が生じるまで続ける下降

系列を同数回ずつ反復する。

注2:ロガトム (logotome) (ロベノレシュ、木村 1990) 

古関聴覚法 (VT法)では、口ガトムとは聴力検査や音声学で実験検査のため

に使用される意味を持たない音のグノレ…プを意味する。例えば、 [mumuJ， [sisiJ 

等がある。言調聴覚法では、帯、き取り・再生に最適な音声要素を含む口ガトムを

聴力検査、音楽的科教、身体リズム運動などに応用している。

注3:放出音(域生イ百太郎、音声学、 1988)

として肺臓からの空気を使わずに、口むろだけで気圧変化を起こして調音

する。放出音は、声門を完全に閉鎖したままで口控内に溜まっている空気だけを

口から外へ放出することによって調音される。一般に日本語では成人の言語で
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こそ観察されないが、補語期の幼児は遊戯音の一種としてこれに類する音を発

することがある。世界の言語では、チェノレケス語、グ〉レジア語等のコーカサス系

諸語、ハウサ語をはじめとするアフジカの諸語及びアメリカ・インディアンの諸

君語に認められる。

注4:ソノリティ(音声大辞典、 1981)

外部からの音響刺激で、人間の聴覚が把握し易い強さ・明瞭さ・速さなどを簡

めての現象性という。民本語では「聴こえjといい、その度合(sonority)という。
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付続1

1.b~bD~0る3~(奇o -

2.~b~占0

3.J~めbo

4.8õM&史'o~ぞらoD6ふ ー

5.8õ円b史'Dðo己 8õ円ð~o~ぞらoD6~

6.予約8M∞d8ぬ己や3ぞのあω

1) Jのa3~d(う岨三官。弘'Job 8Mb8D60Q) 2) Ç!?~8~ÖDðoQ)0 b~3~(らχOÕMD&oω3) 8ÕMる史)()~tら D6~bQ)~6

aDC!?みぞら'0&0∞

4) bb3~( 

*D詩的礎的円。ぞみ立を ÕD&od史'o~ω ふのめßoの∞がう~8Ç!?D608D 3~b~bo 

7. ろの色約めやめ8円∞'d3必∞&(らdD~ b8M3~b 

8~&. カ- 1) ka+a 2) kaa 

3) bb3~( 

8)ぬののみのb8~t喝のぞのみのふ3M6~(らõo?

a~句史予のお ∞み6~a'ò~う(Y).a~(Y).ち0\)0>30\)!

アンケート(実際に実施したグルジア簡の訳)

1.名前

2.年齢

3.大学何年

生母国語

5.両親の母国語

6.大学での発音を勉強している方法は。CDを開くことで 2)発音の特別練習文で
他(

7.長音安調音する方法は

1) ka+a 2) kaa 3)その他(

3)母語との比較で 4)その

8) 日本語ではどんな種類の単語のアクセントガありますか。

ご協力ありがとうございました
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付銀2

長音・揃長音草奪取調査語集

去を音 1拍鴎 顕高 1. くうき{空気)2.ユーロ 3.ガードマン 4.エージェント 5.カーテン

長音 l拍陸 平根裂 1.どうが{動腐〉怠.ぼうえき〈貿易)3.ろうにん(浪人)4. ごうかく(合格)5.ゆ

うしょく{夕食)

長音謡中 頭高 1.メッセ…ジ 2. コッテージ 3.インタ…ピュ- 4.ユニブオーム 5.広ぜソー

ド

長音語中 中高 1.ぎんこういん{鎖行員)2.けいじどうしゃ(軽自動車) 3.げいのう乙ん〈芸能人〉

4. クリーニング 5. グループ

長音語末 頭高 1.メドレー 2.メロディ- 3.めんぼう〈麺棒) 4.けんどう(剣道) 5.ロッカ

一
長音語末平板型 1 だんぼう(暖葬) 2.がくせい{学生) 3.がいこう(外交) 4.かいとう(国

答〉 広めっぽう(滅亡)

撤長音 l拍冒頭高 1 ちゅう“く{中国) 2.じようし(上司〉 3.ぎょうむ(業務) 4.きゅうよ{給

与〉 5.きゅうじょ(救助〉

揚長音 1拍関 平板壁 1 ちゅうし{中止)2. りゅうねん(留年) 3. りょうあし{補足) 4.きゅう乙つ

{休日)5. きゅうけし、(休態}

持長音語中 頭高 1.コスチューム 2.がんきょうふしよう(癌恐怖症) 3.マグニチュード 4.がん

じよう乙t房長城寺) 5. さみような(母妙な)

揃長膏籍中 中高 1.ぎむきょういく(義務教育) 2. ごきょうだい(鐸兄弟) 3.ごりょうしん〈ご両親〉

4. けんじょうど{謙譲鰭) 5. きんちょうかん(緊接感)

劫畏音器宋 瑛高 1.カルチャ 2.メニュ… 3.インタピュ… 4.きぎょう(企業) 5.かぎょう〈家

業〉

撤長音語末平板型 1.ちきゅう(地球) 2.りゅう(理由) 3.ゅιゅう〈輸入) 5.ねんが乙ょう〈年

賀状)

長音・披長音聴取調査諮葉(長音入りの語・長音なしの諾も入っている)
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長音1拍図頭痛 1.くうき(空気)2.無日 3.ユーロ 4.いっぱい 5.ガードマン 6.鱗7.ニεージェ

ント 8. 爵元 9.カーテン 10.号!っ離し

長音1掛目 平板型 1.どうが(動画)2.予約 3.ぼうえき(繋易) 4. 南 5.施設 6. ろうにん(浪

人)7. ])クエスト 8.内緒9.ごうかく(合格) 10.カトヲック 11. ゅうしょく

(夕食)12.都会

長音語中 頭高 1.メッセージ 2.披女 3. コッテージ 4.貯金5.門 6.インターピュー 7.マ

ンション 8.ユニフォーム 9.ェrソード

長昔話中 中高 1.在輝 2. ぎんこういん(鎖狩員)3.ネックレス 4.けいじどうしゃ(軽自動車)

5.げいのうじん(芸芸能人)6.油産 7.選手 8. クPーニング 9. グループ

長音器来 頭高 1.お湯 2. メドレー 3.横 4.利益 5.メロヂィー 6.めんぼう(麺棒〉 7. 

けんどう(剣道) 8. ヲットノレ 9. ロッカー

長音語末平核型 1.ミリリットノレ 2. 1ざんぼう(媛麓)3.うがい 4.がくせい〈学生) 5. 足湯 6. 

がいこう(外交) 7.欠席&かいとう{回答) 9.小石河.めっぽう(滅亡)11. 

ぬるま湯

一

劫長音1拍隠顕高 1.昔 2.ちゅうごく{中間) 3.灰鹿 4. じようし{上司)5.採 6.ダイエット

7.ぎょうむ{業務)8.内部弘きゅうよ{給与) 10.ナイフ 11.きゅうじょ(救

院〉

撤発音1拍関 平板型 1.煙 2.棄 3‘ちゅうし{中止)4. りゅうねん(留年〉 5.ネオン 6. りょうあ

し(両足)7. 罰本茶 8. きゅうじっ(休日) 9.笑顔 10. きゅうけい{休憩) 刊.

解除

劫長音器中 讃高 1.コスチューム 2. ずっと 3. がんきょうふしよう(癌恐怖症) 4.景色 5. ""v 

グニニチュード 6。窮極 7.がんじようじ(顕雄寺) 8.きみような{奇妙な)9.琵学

持長昔話中 中高 1.ぎむきょういく(義務教育) 2.便利 3.ごきょうだい(御兄弟〉 4.メリット 5. 

6.袋 7. ごりょうしん(ご両親) 8. けんじようご(謙譲語)9.諸国 10.きんちょ

うかん(緊張感) 11.理解

持長音語末 頭高 1.カルチャー 2.最後 3.メニュ- 4.パジャマ 5.インタピュー 6.きぎょう

{企業) 7.和食 8.かぎょう(家業)9. うそ

始長音語末平複製 1.ちきゅう(地球) 2.握手 3. 切ゅう(理由) 4.家賃 5.ゅにゅう(輪入〉

6.お酒 7.ねんがじょう(年賀状)

付録8

初級・読み上げ
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し そうこ ゅうびんきょく おかあさん

子 9.倉庫 10.おとうさん 11.むずかしい 12.郵便局 13.おじさん 14.お母さん

15.く空う気き
さど こうえん いも妹うと すもう くうこう

16.おばさん 17.佐渡 18.公園 19. 20.相撲 21.空港 22. 

うんどうかい こうつう こうかん さんこうしょ しんごう こうじよう

運動会 23。交通 24.交換 25.参考 26. 号 27.工場 28. 

おとうと ペんとう どうりょう けし、こうとう うんどう こうiまし、

弟 29.弁当 30.間僚 31.蛍光灯 32.運動 33.後叢 34. 

しりょうかん きのう ちゅうがくせい けんきゅうしや らいしゅう くき

資料館 35.昨日 36.留学生 37.研究者 38.来週 39.茎 40.

ちゅうしやじよう げつようぴ しりょう しょうがつ だいじようぶ たいよう

駐車場 41.月曜詞 42.資料 43.正月 44.大丈夫 45.太陽

しゅうかん まち けんきゅうしつ むりょう くつ

46.習'撰 47.町 48. 研究室 49. 無料 50.靴 51.ここ 52“おじいさ

しょうらい びょういん こうじょう きょうかい たんじようび

ん 53.将来 54.ケース 55. 美容院 56.工場 57.教会 58.誕生臼

げんりょう ようす そつぎょうしき

59.原料 60.様子 61.卒業式 62.マーチ
ひつよう きょうみ

63.必要 64.興味 65.

うちゅうじん ちきゅう そこ ちゅうい くつう もよおし

宇宙人 66.地球 67.底 68.注意 69.ニュース 70.苦痛九催し 72. 

むゅう ふうとう
自由 73.おばあさん 74.封筒

しようしょ えいぎょう

75.使用審 76.営業

付録4

中級・読み上げ

とうにん まち じゆこうしゃ くろう つうきん

1.当人 2. 町 3. 受講者 4.おじさん 5.苦労 6. 通勤 7. 

めんどうがる かん乙ょう こうがい げいのうじん くるしい くつう

部倒がる 8. 感情 9.公害 10.芸能人 11.苦しい 12.苦痛 13.

こうか けす ひろうえん せんそう くさ 抵うりつ かんこうきゃく

効果 14.消す 15.披露宴 16. 戦争 17. 茎 18.法律 19.観光客

でんとう こうずい ふどうさん こくほう そうしき りょこうか

20.伝統 21.洪水 22.不動産 23.盟主 24.葬式 25.旅行家 26.
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さいのう どうぶつ ひこうき たいおう そうり でんとうてき かとう

才能 27.動物 28.飛行機 29.対応 30.総理 31.伝統的 32.加藤 33. 

くうき ぎんこういん かのう きゅうじっ だいひょうてき せんじよう

空気 34.銀行員 35.可能 36.休 日 37.代表 的 38.戦 場 39. 

りょうしん ぴょういん たいよう
42.そ倉う鹿こ

ちょうきん きしょうちょう

同 親 40.美容院 41.太陽 43.料 金 44.気象 庁 45. 

むちゅう ちゅうごく いんしょうが かくしよう しゅうせん しりょうしつ

夢中 46.中国 47.印象画 48.各省 49.終戦 50.資料

りゅう しゅうし けんきゅういん じぎょう ちゅうせん べんきょうしつ

51.理由 52.収支 53.研究員 54.事業 55.抽選 56.勉強蜜

れんきゅう こうこう きょうりょく さんちょうかん 認しょう きょうか

57.連休 58.高校 59.協力 60.緊張感 61.保嘩 62.強化 63.

けん乙ょうご じようきょう じゅうしよ かんきょうしよき

謙譲賠 64.おじいさん 65.上京 66. 住所 67.環境省 68. 

じよおう こっこう こっきょう なっとううり いっぽう くうき

女王 69.国交 70.マーチ 71.国境 72.納豆売り 73.一方 74.空気

しゆっちょう べっそう そこ にっこう しっこう くつ ほっぽう

75.出張 76.53IJ荘 77.底 78.日光 79.執行 80.靴 81.北方 82.

がっこう さど

学校 83.佐渡

付録5

長母音・揚長母音 l呂田の指導内容

練習 l

身体リズム運動の動きを導入した窃「マーjの音で、長者の身振りを教えた。木村 (1990)

による次のような動きである。 r手で、直識的でゆっくりした動きが適している。両手または

片手を蹄の方に置く。次に「マーj念発生しながら、苧を右に伸ばす。なお、単語の中lこ長

音がニつある場合、反対側に両手を伸ばす。j

長音の右と左に苧を伸ばす身ぶりは、学習者に隣間士に産っている学習者に主たるので、

不便だと言われたため、若干の修正を入れた。左手及び右手を前に出すように指導した。

線習 2 担ガトムでリズムをとちましょう〈自作)
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ナーナー ナーナー ーマ』ーーマー一 ーマ

ヌーヌー ヌーヌー ムームー ム

練習 3ロガトムでリズムをとりましょう(やさしい日本語発音トレーニング)

P P P P ← 高い音

P P P P ← 低い音

タ タ タ タ タ タ タ タ

タ タ タ タ

タ ン タ ン タ ン タ ン

タ ツ タ ツ タ ツ タ ツ

P P P P P P 

P P 

タ タ タ タ タ タ タ タ

タ タ タ タ

タ ン タ ン タ ン タ ン

タ ツ タ ツ タ ツ タ ツ

P P P P 

P P P P 

タ タ タ タ タ タ タ タ

タ タ タ タ

タ ン タ ン タ ン タ ン

タ ツ タ ツ タ ツ タ ツ

P P 

P P P P P P 

タ タ タ タ タ タ タ タ

タ タ タ タ

タ ン タ ン タ ン タ ン

タ ツ タ ツ タ ツ タ ツ

P P 

P P P P P P 

タ タ タ タ タ タ タ タ

タ タ タ タ

タ ン タ ン タ ン タ ン
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タ ッタ ツ タ ッタ ツ

練習4 CDを臨いて、その言葉が得拍か数えましょう(指で 筆者) (やさしい畠本語発音

トレーニング)

CDあ・い②為・さ ③あ・め 窃パ・ン⑤きょ・う

練警5 CDをど聞いて、拍合意識しながら発音しましょう口

①あ・い窃あ・さ ③あ・め @パ・ン⑤きょ・う

練習 6

f二つの言葉Jとf三つの音葉Jをきちんと区別して発音しましょう。{やさしい昌本語発音ト

レーニング〉

さ〉あさ、てんき ②あい、テレピ

②きのう、あめ

③きょう、ベッド

④りょうり、パン

練習 7 次の音葉は荷拾ですか。数えながら聞きましょう。(やさしい毘本語発音トレーニ

ング)

①あした

。べんきょう

@がっこう

④パソロン

⑤インターネット

練晋 8 次の雷葉を見ながら CDを開き、拍数を確認しましょうむ(やさしい日本語発音トレ

ーニング〉

①あした ( )拍

②がっこう( )拍

③パソ口ン( )拍

④インターネット( )拍

練習 9 rインターネットj は7拍語です。一つ一つの音を間乙長さで、ゆっくり言ってみま
しょう。そしてだんだん速く言ってみます。(やさしい日本語発膏トレーニング)

①イ・ン・タ ・一・ ネ・ッ・ト

@イ・ン・タ・ 一・ネ・ッ・ト
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③イ ン・ タ ネ・ッ ト

④イ・ン・タ ネ・ッ・ト

付録6

長音・劫長音2回目の指導内容

練 l長音の身ぶりをしながら、発音しましょう(筆者)0 (やさしい日本語発音トレーニング)

1.おかあさん

2.おにいさん

3. ふうふ

4. おねえさん

5. えいご

6. おとうさん

7. とおい

練習 2 ロガトム(木村 1998)

タータタ タータタ タータタタ000

タータタ タタタタ タータタタ000

練習 3 創作わらべ歌 (木村 1998)

もうすぐ もうすぐ しょうがつだ000

ぞうにと おとそで しょうがつだ000

練習4 創作わらべ歌 (木村 1998)

おおきなおおきな きょうしつに

きょうかしょ わすれた きょうしつに

練5 rお正月J児童

作詞:東くめ

作曲:滝廉太郎

官ういくつねると おτ1うがつ
おしょうがつにはO たこあげて

こまをまわしてO あそびましdう、
はやくこいこいO おしょうがつ

もうしだっねると おしょうがつ

おしょうがつには まりついて
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おいばねついて あそびましょう

はやくこいこい おしょうがつc

練習 6 長音と矩音を区別して発音できるように、次の練習をしましょう。〈やさしい日本

語発音トレーニング)

こ・こ・こうこう きょ・きょ・きょうきょう

そ・そ・そうそう しよーしょ・しょうしよう

と・と・とうとう ちょ・ちょ・ちょうちょう

の・の・のうのう によ・によ・にようにょう

も・も・もうもう みよ・みよ・みょうみよう

ろ・ろ・ろうろう りょ・りょ・りょうりょう

練晋 7 会話〈日本語会話初級)http://www.japanese-nihongo.com/lesson/ 

ゃまだ にほんはじ ゃまだ b、

山田:キムさん、日本は初めてですか。/キム:ええ。/山田: どこかに行きました

かロ

む、

/キム: に行合ましたむ

。

とても
ゃまだ

でした。/山田:

し、ゃまだ

/今ム:まだです。/J1J もいいですよ。/キム:ぜひ行きたいですね。

付録7

長母音・劫長母音3問自の指導内容

練習 l ロガトム木村 (1998)

タタータ タタータ タタ…タタ

タタ…タ タタータ タタータタ

練習2創作わらべ歌木村 (1998)

3こうよ きこうよ :hードを
レコ…ドきこうよ いもうとと

練習3創作bらペ歌木村(1998)
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どょうびのろうよ じどうしゃに

スrードだそうよ スポ…ツカー

練習 4 次の言葉を長音の身ぷちをしながら発音しましょう(やさしい日本語発音トレーニ

ング)

1. おき

/' " おい

2. 

/"、
ち

さ
¥ 

3. 

/れし¥
う語、

4. 

/ ヨ¥
¥ ーク-コ.

¥
¥
¥
 

イ
J

ア

シ

も/
コ
¥ 

練費 5 「お正月J復習

練習 6会話(日本語会話初級)http://www.japanese-nihongo.com/lesson/ 
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パク:讃鑓畿、 f額議頴議議Jのテキストはありますかo

j苫員:雑誌売り場にありますc こちらγ

j苫員:あれ、ありませんね。すみません、売り切れですc

パク:あのう、

韻:はい、では欝盤iこお名前、鑓議、議選議轄をお願し吋しますo

届き次第連絡いたします。

パク:どのぐらし、かかりますか。

肩員:騒騒ぐらいですa

付録8

長音・撤長音4由自の指導内容

練習 1

ロガトム(木村1998)

タタター タタター タタタータ000

タタタータタタータタタ-000

練習2 創作わらべ歌(木村 1998)

とめよう とめよう タクシーを000

やめよう たかいよ タクシーは000

まにあう しゅうでんはしろうよ000

練寵3 創作わらべ歌 (木村1998)

はなそう はなそう にほんごはなそう

ただしいぶんぼう っかおうね

練習 4

[お正丹Jわらべ歌の後習

練晋 5 意揺の練習

野村秋足作詞

スペイン民謡

わらべ歌の導入 f蝶々j

ちょうちょう ちょうちょう

なのはに とまれO

なのはに あいたら
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さくらに とまれO

さくらの はなのO

はなから はなへO

とまれよ あそべO

あそべよ とまれO

練習6 CDを聞いて、次の言葉は何拍の雷葉か数えてみましょう。(やさしい旦本語発音ト

レーニング)

① 教科書

せんもんがっこう

② 専門学校

φ ありがとうございます

けいたい

@ 携帯ストラップ

⑤ カップラーメン

理F暗うどん

@ 牛井

⑦ カレンダー

とっ曹ゅうでんしゃ

を号 特急篭車

日
行
吋
通方@

 
かんとうちほう てん者よほう

⑮ 関東地方の天気予報

練習?

会話

小}II:ところで、ある 女性だけの文Ji5 ですよ。

パク:女性ばかりじゃ危ないでしょう。

小}II:麓欝襲撃の中にある暴行ですから盤崩で、すよc

パク:議議なら議議議議議議撃も栂:轄に行くことができます。

小}11 : ~買い物のついでに寄るのにも使利だしむ

パク:これから が増えるんでしょうね。
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付録9

促音の指導内容

諌習 1 ロガトム(木村 1997)

タタッタ タタッタ タタッタ タ

タタッタ タタタタ タタッタ タ

練官 2 創作わらべ歌(木村 1997)

こまったこまやたこまったな000

こまったおくれてこまったな000

練習 3 創作わらべ歌(木村 1997)

わらった わらった わらっ よ

わらった こどもが わらった よ

練習 4 ロガトム(木村 1997)

タッタタ タッタタ タッタタ タ

タッタタ タタタタ タッタタ タ

練習 5 創作わらべ歌(木村 1997)

さっそく さっそく カ亙ってき た000

いっぱし、 し、っぱし、 会亙ってき た000

練習 6 創作わらべ歌(木村 1997)

からっと あがった くろっけを000

ばくっと かじってたべたって000

練習 7 rつJに注意して発音してみましょう(やさしい日本語発音トレーニング〉

まって

1.ちょっと待ってくだ、さい。

もって

2. これを持っていってください

ゅうぴんきょく いって きってかつてはってだして

3. 郵境局へ行って、切手買って貼って出してきて。

4. さっきの話、先にして。

もって

5. それ、持ってきてc
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練習 8 童謡の練習

作詞:林柳波作曲:松島つね

「お馬の親子」

おうまのおやこは

なかよし

いつでも

ぽっくり

おうまの

やさしい

こうまを

ぽっくり

こよしO

し、っしょに

ぽっくり

かあさん

かあさん

みながら

ぽっくり

あるく O

あるく O

付録 10

擬音の指導内容

練習 1 舌を上につけないで、「ンJを発音できるように、次の練習をしましょう(やさしい

日本語発音トレーニング)身びりに合わせて発音しましょう(筆者)

んんんんん

あんあんあん

かんかんかん

はんはんはん

やんやんゃん

がんがんがん

まんまんまん

ほんほんほん

わんわんわん

練習 2 わらべ歌「シャボン玉」 作詞:野口雨情 作曲:中山晋平詞

しゃぼんだま とんだ# やねまで とんだ#

やねまで とんで# こわれてきえた#

かぜかぜ ふくな# しゃぼんだま とばそ#

しゃぼんだま きえた# とばずに きえた#

うまれてすぐに# こわれて きえた#

かぜかぜふくな# しゃぼんだま とばそ#

練習 3木村 (2000)
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たくさんたくさん もうたくさん#

しゃっさんたくさん もうたくさん#

いちまん さんまん ょんまんと#

とうさんかあさん よめさんに#

かりてる しゃっきん はちまんえん#

練習4 (やさしい日本語発音トレーニング)

①さくぶんを かきます(作文を書きます)

。にほんや たいわん(日本や台湾)

③パンや ごはん(パンやご飯)

@ほんや しんぷんを よみます(本や新開を読みます〉

⑤せんえん あります(千円あります)

⑤ふじさんは きれいですe 山はきれいです)

付録 11

アクセントの指導内容

練費 l平板型語棄をアクセントの身擦りをしながら発音する

1.あかんぼう

2.マンガ

3.せんしゅう

4.やきにく

練習 2 平板型語葉を含む創作わらべ歌(自作〉

アフリカ アメリカ メキシコは

だいじな おもいで アノレパムだo

練習 3平坂型語棄を含む創作わらべ歌(昌作)

すうがく せんもんせんばし 1は

らいしゅう だいがく そつぎ、ょうだ。

付録 12

破裂音の指導内容

練習 l 創作わらべ歌をささやき芦で発音する

1)ぽんずと とうふをかったのよ

2)たくさんかいものやりました
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3) ピーポー ピーポーパトカーだ

4)たこたこ あがれO てんまで あがれ

5) キャンディと クッキー かっちゃった

付録 13

「ラ行」の指導内容

練習 1 身振りをしながら発音する

1.すだれ

2.まだら

3. とり

4. とら

5. てら

6. てりやき

7. とれる

練習 2

早いリズムに乗せて、擬態語・擬音語を用いる練習をした。

1.トロトロ とろける アイスクリーム

2. ドロドロ ドロドロ かみなり とどろく

練習 3 iラ行」のわらべ歌(ロベルシュ、木村 1990)

てるてる ぼうずO てるぼうず 000 

あしたO てんきに して00 おくれO
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